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天
明
二
年

「三
春
行
楽
記
」
前
後

O

-

土
山
宗
次
郎
と
朝
田
伴
七
を
中
心
に
ー

藤

村

潤

一

郎

(
1

)

私
は
天
明
七
年
御
買
上
米

一
件
に
つ
い
て
勘
定
組
頭
土
山
宗
次
郎
な
ど
を
通
し
て
飛
脚
問
屋
の
動
向
を
み
た
。
本
稿
で
は
天
明
初
期
の
狂
歌

界
の
交
遊
を
通
し
て
勘
定
奉
行
所
関
係
者
と
三
井
江
戸
両
替
店
関
係
者
と
の
動
向
を
み
、
併
せ
て
飛
脚
問
屋
の
動
向
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

(
2
)

成
稿

に
当
り
宮
崎
修
多

「
大

田
南
畝

に
お
け
る
雅
と
俗
」
か
ら
教
示
を
う

け
た

が
、
所
詮
私
は
雅

に
疎

く
俗
が
主

で
あ
り
、
か

つ
国
文
学

の
知

識
が
乏

し

い
の
で
本
稿
は
初
歩
的
な
も

の
で
あ

る
。

三
春
行
楽
記

西
沢

一
鳳
著

「姻
翻
讃
佛
乗
二
編
上
の
巻
」
に
傲
載
介
著

「
三
春
行
楽
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
田
南
畝
著
で
あ
り
、
明
治
三

(3
)

九
年
に
黒
川
真
道
、
水
谷
不
倒
校
訂

「新
群
書
類
従
」
第
二
演
劇
に
収
録
さ
れ
た
。
つ
い
で
昭
和
六

一
年
に
濱
田
義

一
郎
他
編

「大
田
南
畝
全

(
4
)
集
」

八
巻
に
再
録
さ
れ
た
。
前
者
は
平
瀬
亀
之
輔
蔵
本
に
よ

っ
て
お
り
、
後
者

は
前
者

の
返
り
点

を
除
き
、
句
点
を
打
ち
直
し
た
も

の
で
あ

る
。

本
稿

は
後
者

に
よ
る
。
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第1表 三春行楽記記載日数表 ()は 日数 を示す

土 山沽之

星 野文 竿(2),嘉 十(8)

菅 江

流 霞夫 人,阿 兼(2)

沢 田東 江(4),阿 仙(1)

竹 本住 太 夫,伴 七,田 阿,三 井 長年

(三井 氏),滝 口氏,阿 皆(1>

右 史近 藤,内 海,杉 浦 氏,谷 風,駒

谷,葛 西太 郎,阿 留,唐 琴,阿 銀,

阿 直,升,国,誰 袖,一 焼,袖 芝

星 野 文竿(7),立 子(嘉 十1)

阿兼(4)

沢 田東 江(1),阿 仙(4),万 年 氏,蘇 百順,

岡 田忠 卿,忠 順,山 士 訓,金 子 氏,関

叔 成,五 陵,都 子雅

布 施 氏,服 右 文,青 木 氏,須 磨,阿 皆

(1)

楢原 克敏,布 施氏 夫 人,木 阿弥 氏,羽

倉 右 山翁,市 川 三升,榊 原 氏,磯 田子

光,山 田宗 俊,元 淳 公,源 子 光,橘 生,

墓 仲,樋 季成,吉 二 郎,安 藤言 卿,安

子潤,長 滝 氏,野 美 卿,無 端 斎,口 氏,

叡 山某,伊 賀 侯 臣大橋 氏,祝 阿弥,大

文 字屋 市 兵衛,書 騨 耕書 堂,於 巖,茂

与,阿 文,保 乃,阿 安,阿 加与

「
三
春
行
楽
記
」

に

つ
い
て
は
既

に
昭
和

二
四
年

に
森
銑

三

「
南

(
5

)

畝

の
日
記
」

が
発
表
さ
れ
、
同
年

三
八
年
に
濱

田
義

一
郎
著

「
大

田

(
6
)

(
7

)

南

畝
」
、
平
成

二
年

に
井
上
隆

明

「
平
秩
東
作

の
戯
作
的
歳
月
」

に

も
言
及
さ
れ
て

い
る
。

「
三
春

行
楽
記
」

に
は
小
序
が
あ
り
、
天
明

二
年
初
夏

の
病

中

に

思

い
出
し

て
記
し
た
も

の
で
あ
り
、
記
述
は
同
年
正
月

二
日
か
ら

四

月
朔

日
迄
を
記
載
し
て

い
る
。
文
中
に
出

て
く
る
人
名

の
日
数
を
示

す
と
第

一
表

の
通
り

で
あ

る
。
表
中

の
大
文
字
屋
、
葛
西
太
郎

(中

田
亭
)
な
ど
数
え
方

に
問

題
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
土
山

氏

の
男
女
、

税
策
五
十
名
、
神

門
の
諸
君
な
ど
は
省
略
し
た
。

六
〇
日
間

に
三
七

日
が
記
述
さ
れ
、

そ
の
内

で
土
山
は

一
四
日
だ

か
ら
全

日
数

の
二
三
%
、
記
述

日
数

の
六

二
%
に
当
る
。
六

日
以
上

は
土
山

関
係
者

の
み
で
あ
る
か
ら
、
南
畝

の
こ

の
時
期

の
交
遊

の
中

心

は
土
山
と
考
え
ら
れ
る
。

土
山

関
係
を
摘
記
す
る
と
、
正
月
三
日
に
南
畝

は
土
山
邸
に
赴

い

て

い
る
。

五
日
に
は
土
山
沽
之
、
流
霞
夫

人
に
陪
し
て
芝
居
を

み
、

中
戸
楼

で
竹
本
住
太
夫
を
聞
き
、
こ
れ
に
朱
楽
菅
江
、
内
海
、
嘉
十

(平
秩
東
作
)
、
伴
七
も
同
席
し

て
い
る
。

十

二
日
に
は

「
同
菅

江

・
嘉
十
、
田
阿
、
陪
土
山
沽
之
及
流
霞
夫
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入
、
遊
洲

崎
、
宴
望
汰
欄
、

(中
略
)
、
舟
星
野
文
竿
既
在
、

(中
略
)
、
会

源
東
江
先
生

・
右
史
近
藤

氏

・
三
井
長
年

・
伴
七
、
竹
本
住
太
夫
亦

　　

　

至
、
庭
有

荷
葉

盆
、
東
江
楊
楊
為
墨
本
、
三
井
氏
捧
硯
、
使
余
爲
蹟
、
余
筆

不
停
綴
文
、
不
加
点
、
余

既
酔
止
、

不
覚
在
硯
之
左
右
也
、

(下

略
)
」

と
あ

る
。

こ
こ
で
は
土
山
、
平
秩
東
作
、

三
井

長
年
、
伴
七
、
右
筆

近
藤
吉
左
衛

門
、
星
野
瀬

兵
衛

が
会

し

て
お
り
、
伴
七
を

つ
れ

て

き
た
長
年

が
硯
を
持

っ
て
南
畝
に
文
を
書
か
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。

二
〇
日
に
は
土
山
邸
で
沢
田
東
江

が
書
を
か
く

の
を
み
て

い
る
。

二
月

一
五
日
に
は
土
山
、
流
霞
と
共

に
品
川
三
問
亭
に
赴
き
、
嘉
十
、
朱
楽
菅
江
、
田
阿

が
同
席
し
、

二
〇
日
に
は
土
山
、
流
霞
と
共
に
源

東
江

の
も
と

で
宴

で
あ

る
。

三
月

三
日
に

「
過
土
山
沽

之
、
作
曲
水
宴

、
同
菅
江

・
嘉
十

二
二
井
氏
飲
酒
」
、

つ
ま
り

土
山
邸

の
曲
水

の
宴
に
三
井
長
年

は
出
席
し

て
い

る
。
九

日
に
は
土
山

の
御
供
を
し

て
菅
江
、
嘉
十
と
共
に
北
里
に
遊
ぶ
。

一
八
日
は
土
山
、

流
霞
、
菅
江
、
嘉
十
、
文
竿
と
共
に
望
汰
欄
に
遊

び
、
東
江
、
滝

口
氏
、
杉
浦
氏
も
同
席

し
て

い
る
。
二
三

日
は
土
山
に
陪

し
て
滝

口
氏

で
宴

し
、
菅
江
、
嘉
十
が
同
席

で
あ

る
。

二
七
日
は
土

山
邸

で
松
魚
を
賞
味
し
、

二
九

日
昼
は
土
山
邸

で
飲
酒
し

て
い
る
。

四
月
朔

日
は
土
山
、
流
霞
、
菅
江
、
嘉
十
と
中

田
亭
に
赴
き
、
角
触
士

の
谷
風
、
駒
谷

が
同
席

で
あ

る
。

つ
ぎ

に
第

一
表

の
人
名
に

つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず

(
8
)

ω
大

田
南
畝
は
文
化
元
年

月
付
、
大

田
直
次
郎

「
明
細
書
」

に
よ
る
と
、
支
配
勘
定

で
高

百
俵

五
人
扶
持

で
あ
り
、
内
七
拾
俵
五
人
扶
持
が

本
高
、

三
拾
俵
は
御
足
高

で
あ

る
。
明
和

二
年
七
月
六
日
に
御
徒
頭
京
極
左
門
組

の
時

に
抱

入
に
な
り
、
寛
政
八
年

一
一
月
二
日
に
支
配
勘
定

に
な

っ
て

い
る
。
従

っ
て
こ

の
時
期

に
は
御
徒

で
あ
る
。
文
化

一
四
-

一
五
年

(文
政
元
年
)
成

立
、

三
世
瀬
川
冨
三
郎
著
と
考
証

さ
れ

て
い

(
9
)

る

「諸

家

人
名

江

戸
方

角

分
」

(以
下

「方
角
分
」
と
略
記
す
る
)

に

は

「
学
者

、

詩

人
、

画
家

、
狂

歌

師

、
誹

譜
師

、
書

家

、

本
歌

師

、
連

歌

師

、

マ
マ

戯
作
者

、
蜀
山
、

四
方
赤
良
、
名
輩
、
字
子
相
号
南

畝
、

一
号
杏
花
園
、
又

(号
)
石
楠
斎

、
別
号
遠
桜
山
人
、
太

田
姫
稲
荷
向
、
太
田
直
次

(10

)

郎
」
と
あ

る
。
ま
た

「
会
計
私
記
」
に
あ

る
実
子
大
田
定
吉

の
寛
政
九
年

二
月

の
芸
術
届
に
は
、
学
問
朱
子
学
は

「
父
大
田
直
次
郎
教
授
」

と

あ
る
。

早
熟
、
博
学
な
秀
才

で
あ
る
。
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(
11
)

②
土
山
沽
之

は
文
化
九
年

一
一
月
、
堀
田
正
敦
序

「寛

政
重
修
諸
家
譜
」

(以
下

「寛
政
譜
」
と
略
記
す
る
)
に
よ
る
と
、
孝
之
、
藤
次
郎
、
宗

次
郎

で
宝
暦
六
年

一
〇
月

八
日
遺

跡
を
継
ぎ
小
普
請
と
な
り
、
同

一
〇
年
七
月

五
日
御
勘
定
、
安
永

五
年

一
一
月

二
六
日
御
勘
定
組
頭
、
天
明

六
年

一
一
月

一
七

日
富
士
見
御
宝
蔵
番
、
同
七
年

=

一月

五
日
に

「
行
状

よ
ろ
し
か
ら
ず
、
遊
女
を
妾
と

し
、
か

つ
先
年
娘
病
死
せ
し
と
こ

ろ
、

こ
れ
を

つ

・
み
お
き
、
他
家

の
女
を
も
ら
ひ
う
け
、
実
子
同
様

に

い
た
す

べ
き
心
底

に
て
親
族
を
し
る
し
さ

・
ぐ
る
書

に
も
娘

二
人
と
書

の
せ
、

し
か

の
み
な
ら
ず

、
御
勘
定
組
頭
勤
役

の
う

ち
御
買
米

の
事

に
あ
つ
か
り
し
と
き

、
公
よ
り

い
だ
さ

る

・
と

こ
ろ
の
金
子
を
私
に
融
通
し
て
、

五
百
両
鯨
を
貧
取

、
剰
御
買
米

の

・
こ
り
滞
り
し
を
糺
明
せ
ら
る

・
に
至
り
逐
電
せ
し
こ
と

"
も
、
其
罪
軽
か
ら
ず
と

て
死
刑
に
処
せ
ら
る
」

と
あ

る
。

妹

は
堀
七
郎
右
衛

門
利
之

の
妻

、
弟
政
央
は
藤

田
郎
、

四
郎
左
衛
門

で
、
長
瀧
庄
蔵
正
肥

の
養
子

に
な
り
、
娘

二
人

の
内

一
人
は

「
実
は
土

山
氏

の
女
。
孝
之

に
養

は
れ

て
柳

田
次
郎
左

衛
門
政
武
が
妻
と

な
る
」

と
あ
り
、
他

の

一
人
に

つ
い
て
の
記
述
は
な

い
。

(
12
)

文
化

六
年
季
冬

、
田
畑
吉
正
序

「
断
家
譜
」

に
は
、
父
孝
祖

は
大
野
幸
右
衛
門
、
後
土
山
藤
右
衛
門
で

「
実
久

田
見
武
兵
衛
男
始
御
徒
、
支

配
勘
定

、
御
勘
定

、
後

同
組
頭
、
宝
暦
六
年
丙
子
病
没
」

と
あ

り
、
孝
之
は
宗
次
郎
で

「
生
江
戸
、
宝
暦
六
年
丙
子
十
月
八
日
跡
目
七
拾
俵

五

　
　

人
扶
持

、
入
小
普
請
筒
井
内
蔵
支

配
、
同
十
年
庚
辰
七
月

四
日
御
勘
定
、
後
組
頭
、
天
明
六
年
丙
午
十

一
月
十
七

日
富
士
見
御
宝
蔵
番

頭
、
同

(
13
)

七
年
丁
未
十

二
月
五
日
死
罪
年

四
十
八
」
と
あ
り
、
妻
は
御
徒

日
下
部
七
十
郎
女

で
あ

る
。
妹

は
堀
七
郎
右
衛
門
妻
、
弟
正
信
は
長
瀧

四
郎
左

(
14
)

衛
門
で
あ
る
。
娘
は
評
定
所
留
役
柳
田
次
郎
左
衛
門
政
武
妻
で
実
土
山
勝
右
衛
門
照
武
妹
で
あ
る
。
政
武
、
照
武
共
に

「寛
政
譜
」
に
み
え
な

い

。

(
15
)

明
和

八
年
、
須
原
屋
版

「
袖
玉
武
鑑
」

に
は
、
評
定
所
留
役
御
勘
定
、
評
定
所
詰
百
五
十
表
高
、
御
役
料
廿
人
ふ
ち
で

「う

し
込
は
ら

い
方

(16

)

丁
」
、
天
明
元
年

、
須

屋
屋
茂
兵
衛
版

「
袖
玉
武
鑑
」

は
御
勘
定
組
頭
、
御
役
料
百
表
、
三
百
五
十
表
高

で

「う

し
込
御
細
工
丁
」
、
同
六
年
、

(
17
)

須
原
屋
版

「
袖

玉
武

鑑
」

は
御
勘
定
組
頭

(焼
間
)
、
御
役
料
百
表
、

三
百

五
十
表
高

で

「
ゆ
し
ま

四
丁

メ
」

で
あ

る
。
同
七
年
、
須
原
屋
版

(18

)

「
袖
玉
武
鑑
」
に
は
富
士
見
御
宝
蔵
番
之
頭

(タ
キ
火
)
、
四
百

石
高
、
番
衆
、
百
表
高

で

「
ゆ
し
ま

四
丁

メ
」

で
あ
る
。
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(
19
)

ま
た
、
堀
七
郎
右
衛
門
は

「
寛
政
譜
」

に
よ
る
と
、
利
之
で
與

五
郎
、
七
郎
右
衛
門
、
采
地
五
百

五
十
石
、
宝
暦

=

年

一
一
月

=
二
日
に

大
番

で
、
妻

は
土
山
藤
右
衛
門
孝
祖
が
女
、
後
妻
は
三
木

八
左
衛
門
自
朗
が
女

で
あ
る
。

(20
)

6
7

つ
ぎ
に
大

田
章

子
組
著

「南
畝
集
」

五
に
は
、
天
明
元
年

に
は
01
侃

(全
集
、
南
畝
集
の
詩
通
し
番
号
)
「
九
月
十
三
夜
宴
土
山
氏
楼
上
聞
歌
」

　
ユ

　
　

(
21
)

(22

)

が
あ
り
、
大

田
南
畝
著

コ

話

一
言
」
巻

一
に
よ
る
と
、
同
年

=

月

=

日
に
南
畝

は
土
山

か
ら
虎
渓
茶
を
贈
ら

れ
て
い
る
。
「南
畝
集
」

六
に
は
同

二
年

八
月

一
四
日
、

一
五
日
に
脳

「
十

四
夜
宴
酔
月
楼
」
、

㎜

「
十
五
夜
宴
酔
月
楼
」
が
あ
り
、
土
山
邸

で
両
夜

の
宴

で
あ

る
。
「
三

春
行
楽
記
」
以
外

に
も
土
山
を
め
ぐ

る
交
遊
が
続

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

(23

)

卯

の
と

し
卯
月

の
は
じ
め

(天
明
三
年
四
月
)
、
ま

ん
く

堂
普
栗
釣
方
編

「
狂

歌
知
足
振
」

に
は
、
土
山
は
本
丁
連

の
内

に

「
軽
少
な

ら

ん
」
と
し

て
狂
歌
師
名

が
み
え

て
い
る
。
な
お
手
柄
岡
持

(朋
誠
堂
喜
三
二
、
久
保
田
藩
平
沢
平
角
)
も
同
連

で
あ
る
。

(
24
)

刊
年
欠
、
朋
誠
堂
主
人
序
、

四
方
山
人

践
、

(平
秩
東
作
編
)
「
狂
歌
師
細
見
」

に
は

「
巴
あ
ふ
ぎ

や
四
方
七
」

の
内
に

「冬

け

い
せ
う
、
な

ら
ん
、
か
と

の
」
と
あ

る
。

(
25
)

壬
寅

の
と

し
は

し
め

の
夏

(天
明
二
年
)
、
か
ら
衣
橘
洲
序
、
天
明
三
年
正
月
穀
且
刊

「
狂
歌
若
葉
集
」
上

に

「
け

い
せ
う

な
ご
ん
」

は
三
首

あ
り
、
内

一
首

の
詞
書

は
文
竿
に

つ
い
て
で
あ

る
。

(26

)

天
明
三
年
、

四
方
山
人
等
序

「
万
載
狂
歌
集
」

に
も

「
軽
少
な
ら
ん
」
は
六
首
あ
り
、
詞
書
に

「
四
方
赤
良

の
も
と

に
酒
肴

お
く
る
と
て
」

(
27
)

と
あ

る
も

の
が
あ

る
。
こ
の
時
期

の
土
山
を
め
ぐ

る
狂
歌

に

つ
い
て
は
濱
田
義

一
郎
氏

の
研
究
が
詳

し

い
。

(
28
)

な
お
大
田
南
畝
著

=

話

一
言
」
巻

五
の

「
日
野
家

へ
入
門
和
歌
」
に
よ
る
と
、
天
明

二
年
三
月
二

一
日
に
淳
時
、
孝
之
、
り

つ
、
景
貫
が

日
野
前
中
納
言
資
枝
に
入

門
し
、
同
日
付
、
土
山
宗
次
郎
宛
、
資
枝
書
状
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。

(29

)

㈹
流
霞
夫
人
は
大
田
南
畝

の

「
蜀
山
人
判
取
帳
」

(以
下

「
判
取
帳
」
と
略
記
す
る
)
に
流
霞
女
と
し
て
漢
詩

が
あ
る
。

天
明
四
年

三
月
序
、

四

方
山
人
著

「壇
那
山
人
墾

範

」
巻
之
二
に

王

山
氏
ノ
曲
水
同
誉

江
↓
賦
L
が
あ
縦

文
中
に

「土
山
池
圭

ハニ
毘

詩
ヲ

ニ
人
ノ
姿
ハ
墜

リ
紙
雛
ノ
墾

と
あ
る
か
ら
流
霞
夫
人
は
池
上
姓
で
は
な
い
か
・
こ
れ
は

「南
畝
製
」
六
の
天
明
二
編

「上
巳
土
山
氏
曲
水
宴
同
山
道
甫

1
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賦

」

と

同

日

の

も

の
だ

ろ

う

。

,

(
32

)

湯
浅

明
善
著

「
天
明
大
政
録
」
巻

七
に

「
右
惣
次
郎
妻

は
吉
原
遊
女
に
て
千
両

に
て
請
出

し
候
由
、
先
妻
も
同
様

の
も

の
に
て
七
百
両
に
て

請
出
候
庭
、
不
義
致

し
候
故

二
百
両
金

附
候

て
縁
付
遣
し
」
と
あ
る
。
前
者

が
誰
袖
、
後
者
が
流
霞
だ

ろ
う
。

(34

)

(
33

)

㈲
妓
誰
袖
は

「
万
載
狂
歌
集
」

に

一
首
あ

る
。
杉
田
玄
白
著

「鶉

斎
日
記
」

一
の
天
明
丁
未

日
録

の
七
年
九
月

二
〇
日
の
条

に

「
此
口
山
惣

二
郎
と
申
御

天
守
番

の
頭
、
妻
と
妹
を
連

出
奔

ノ

(姦
)
、
妻
女
と
申

ハ
元
菅
沼

殿
腰
元
た
り
し
か
其
後
吉

原
大
口
字
屋

の
遊
女
と

な
り
、

た

か
袖

と
申
き
」
と
あ
る
。

天
明
二
年
七
月
大
改

、
改
所
板
元
蔦

屋
重

三
郎

「新
吉
原
細
見

毎

月
改
」

一
四
丁
に

「
た
が
そ
で
」
は

「
大
も
ん
し
や
市
兵
衛
」

の
四
位

で

一
人
丈
け

「
付
廻
し
よ
ひ
出
し
」

の
肩
書

が

つ
い
て
い
る
。
同
三
年
正
月
吉

日
、
改
所
小
泉
忠
五
郎
、
板
元
蔦
屋
重
三
郎
蔵
板

「
新
吉

原
細

見

毎

月
改
」

一
三
丁
は
前
年
同
様

で
あ
り

、
同
三
年
七
月
吉

日
、
改
所

・
板
元
同
前

「新
吉
原
細
見

毎
月
改
」

=
二
丁

は
四
位

で

「
よ
ひ

出
し
」

の
肩
書
が
あ

る
。
同
四
年
正
月
吉

日
、
改
所
蔦
屋
徳
三
郎

・
小
泉
忠

五
郎
、
板
元
蔦
屋
重
三
郎

「
新
吉
原
細
見

毎
月
改
」

=
二
丁

は

(
35
)

前
年
七
月
同
様

で
あ
り
、
同
四
年
七
月
吉
日
、
改
所

・
板

元
同
前

「
新
吉
原
細
見

毎

月
改
」

=
二
丁
に
は
名
前
が
な

い
。
従

っ
て
天
明
四
年

二
ー

六
月

の
間
に
土
山
に
身
請
け

さ
れ
た

ろ
う
。

㈲
星
野
文
竿

は

「
判
取
帳
」

に

「
星
野
瀬
兵
衛
、
号
文
竿
、
住
駿
河
台
、
ぬ

い
女
同
人
妻
」
と
あ
り
、
星
野
氏
女
兼
は

「
星
野
瀬
兵
衛
娘
」

(
36
)

(
37
)

と
あ

る
。
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
有
武
、
文
竿
、
地

口
、
星
野
瀬
兵
衛
」
と
あ
り
地

口
有
武

で
あ

る
。
「南
畝
集
」
九

に
安
永

五
年
春

月

姻

「
賀
星
野
氏
加

冠
応
染
屋
氏
請

星
野
氏
仕
執
政

田
沼
公
」
が
あ

る
の
で
、
田
沼
家
中
で
あ

る
。
天
明

二
年
四
月

一
日
、
遠
州
榛
原
郡
菅
谷

(
38
)

之
邑
、
金
剛
山
華
蔵
禅
院
現
住
方

国
序

「
大
般
若
経
請
蹟
勧
化
帳
」

は
筆
頭
に
金

五
両
、
遠
州
相
良
城
主

田
沼
主
殿
頭
源
意
次
公
と
あ

る
が
、

田
沼
様
御
家
中
に
は
星

野
喜
多

二
、
星

野
太
兵
衛

は
あ
る
が
瀬
兵
衛
は
見
当
ら
な

い
。
従

っ
て
家
中

で
も
下
級

の
者
だ

ろ
う

。

㈲
嘉
十

・
立
子
、
平
秩
東
作

は

「
判
取
帳
」
に
は
嘉
穂
庵
東
作

で

「
稲
毛
屋
金
右
衛
門
隠
居
、
称
東
作
、
名
懐
之
、
字
子
玉
、
号
東
蒙
山
人
、

(
39

)

住

四
谷
内
藤
宿
」

と
あ
り
、

「方

角
分
」

に
は

「
学
者
、
戯
作
者
、
狂
歌
師
、
東
作
、
金
右
衛

門
父
、
平
秩
、
内
藤
新
宿
、
後
金
右
衛
門
、
稲
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(
40
)

タ
バ
コ
ヤ

毛
屋
八
右

工
門
」

と
な

っ
て
い
る
。
寛
政
七
年
孟
夏
、
南
畝
外
史

「
題
華

野
茗
談
首
」

に
は
姓

は
立
松

で
姻
買
と
し
、
三
〇
年

の
交
遊
と
あ

る
。

(41

)

平
秩
東
作
著

「
幸
野
茗
談
」

の
文
政
七
年

三
月
、
鈴
木
供
記

の
識
語

に
は

「
此
東
作
、
大
に
才
略
あ
り

し
者
な
り
し
が
、
所
謂
山
師
也
、
土

山
宗
次
郎
と

深
く
交

っ
て
、
天
明
年
間
始
て
蝦
夷
地

へ
江
戸
人

の
入
し
は
此
人
也
、
其
蝦
夷

に
行
時
、
土
山
氏

に
て
作
り
し
詩
に
、
酔
月
高
楼

酒
若
レ
泉

、
漫
歌
伏
握
玉
壺

前
、
辺

雲
蛛
輻

三
千
里

、
無
限
秋
風
渡
二
白
川

噌、
乃
ち
土
山
氏

の
内
命

に
て
彼
地

に
往
り
、
後
、
土
山
氏

の
出
奔

せ
し
時
も
此
人
の
謀
に
て
、
山

口
観
音

に
遷
せ
し
も
、
官

に
捉
ら
れ
て
拷
問
せ
ら
れ

て
白
状
し
た
り
、
前
年
御
蔵
門
徒

の
訴
人
せ
し
も
此
人
也
、

予
屡
、
土
山
氏
に

て
会

せ
し

こ
と
あ
り
、

(下
略
)
」
と
あ

る
。
土
山
と

密
接
な

関
係
が
あ

る
。
鈴
木
供

は
白
藤
鈴
木
岩
次
郎
成
恭

で
あ

る
。
弘

(
42
)

化
元
年
、
小
普
請
組
支
配
宛

「鈴
木
成
恭
親
類
書
控
」

の
官
歴

に
よ
る
と
、
明
和
六
年

一
一
月
六
日
遺
跡
を
継
ぎ
、
小
普
請
組
神
尾
若
狭
守
組

に
入
り
、
天
明
八
年
七
月
二
六

日
御
天
守
番

で
あ

る
。

(
43
)

立
松
懐
之
著
、
寛
政
元
年

=

月
男

一
成
別
記

「
庫
裡
法

門
記
」

に
よ
る
と
、
東
作
は
二
才

(寛
延
二
年
)
頃
か
ら
石
谷
清
全

用
人
役

の
世

話

に
な

っ
て
お
り
、
六
、
七
才

(宝
暦
六
、
七
年
)
か
ら
石
谷
備
後
守
清

昌

の

「
門
内

に
出
入

し
、
家
来
も
同
前
」

で
あ

る
。
宝

暦

一
〇
年

に

(44

)

は
息
子

の
石
谷
清

定
に
講

し
て
お
り
、
明
和
二
年

に
は
清
昌

に
か
く
れ
念
仏

に

つ
い
て
の
封
書
を
提
出
し

て
い
る
。
「
寛

政
譜
」

に
よ
る
と
石

谷
清
昌
は
宝

暦
三
年
西
丸

の
目
付
、
同
六
年
佐
渡
奉
行
、
同
九
年

勘
定
奉
行
、
同

一
二
年
長
崎
奉
行
兼
役
、
明
和
七
年
兼
役
御
免
、
安
永
四
年

田
安
家
老
兼
帯
、
同

八
年
御
留
守
居
、
天
明
二
年
寄
合
、
死
で
あ
る
。
従

っ
て
土
山
宗
次
郎
と
接
す
る
以
前
か
ら
勘
定
奉
行
所
と
関
係

の
あ
る

人
間

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
明
治

三
〇
年
に
四
世
絵

馬
屋
主
人
は

「
明
和
九
年
御
代
官
久
保

田
十
左
衛
門
役
宅

に
て
東
作

に
町
内
上
納
方
を
仰
付
け
ら
れ
名
主

同

(
46
)

(
45

)

様
奥
印
な
く
し
て
総

て
の
願
向
相
済

や
う
に
な
り

し
と
」
と

し
て

い
る
。
明
和
八
年
、
須
原
屋
版

「
袖
玉
武
鑑
」

の
諸
国
御
代
官
衆
に

「
う
し

込
山
ふ
し
丁
、
久
保

田
十
左
衛
門
」
と
あ
る
。
天
明
七
年
御
買
上
米

一
件

の
佐
渡
奉
行
、
元
勘
定
吟
味
役
と
既
に
接
触

し
て

い
る
。

(
47
)

「
蝦
夷
地

一
件

一
」

の

(天
明
四
年
)
五
月
付
、
松
本
伊
豆
守

「
松
前
井
蝦
夷
地
之
儀

に
付
御
勘
定
組
頭
土
山
宗
次
郎
え

承
候
趣
申
上
候
書

付
」

は
同
三
年

に
蝦
夷
旅
行

に

つ
い
て
、
土
山
に
よ
る
と
東
作
と
は
以
前
か
ら
懇
意

で
あ
り
、
石
谷
淡
路
守
が
勘
定
奉
行
勤
役
中
に
心
安
く
出
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入
し

て
お
り
、
松
前

俵
物
交
易
等

が
抜
荷

に
類
す
る
事
を
淡
路
守

に
内

々
に
申
立

て
た
。
勘
定
組
頭
篠
木
六
左
衛
門
に
咄
す
こ
と
に
な

っ
た
が
、

若

い
時

に
詠
歌

の
相
弟
子
だ

っ
た
篠
本

は
東
作

を

「
風
雅
人

の
儀
故
対
面

い
た
し
候
処
、

い
つ
か
山
師

に
成
候
由
を
申

、
取
敢
不
申
」
、
代

っ

て
松
前

町
人
村
上
弥
惣
兵
衛
に
会

っ
た
が
立
消
え

に
な

っ
た
。

三
年

秋
に
東
作
は
奥
州
松
嶋
、
象
潟

の
月
見
物
に
土
山
方
か
ら
出
発
し
た
が
、

土
山
は

「
右

に
付
宗
次
郎
所
持

の
松
前

の
絵
図
を
貸
呉
候
様
申
候
間
、
貸
遣
し
候
迄

の
儀
に
て
、
宗
次
郎
方

の
用
事
等
有
之
候
儀
に
は
無
之
、

其
外
何

に

て
も
申
付
遣
候
筋
は
曽

て
無
御
座
」

と
弁
明
し
、
地

図
に

つ
い
て
は

「松
前
志
摩
守
家
来

の
湊
源
左

衛
門
と
申
候
者
は
、
重
立
候
も

の
に

て
、
前

々
よ
り
宗
次
郎
懇
意
」

で
あ
る
が
、

「東
作
え
貸
遣
候
絵
図
は
源
左
衛

門
所
持

の
絵
図
に
候
得
共
、
委

敷
儀
は
無
之
、

一
通
り
方

角
附
等

い
た
し
候
絵
図

の
由
」
と
述

べ
て

い
る
。
土
山
と
東
作
と
は
密
接
な
関
係

で
あ

る
。

と

こ
ろ
で
三
井
高
業
は
安
永
元
年
七
月

一
九

日
か
ら
天
明
四
年

一
〇
月
二
二
日
迄
、
幕
府
御
為
替
御
用
名
前
次
郎
右
衛
門
を
称

し
て
い
る
。

(
48
)

(
49

)

戯
号
は
仙
果
亭
嘉
栗
、
作
者
名

は
紀

上
太
郎

で
あ
る
が
、
森
修

「
江
戸
浮
瑠
璃
と
紀
上
太
郎
」

に
よ
る
と
安
永
八
年
七
月
六
日
、
江

戸
外
記
座

(
50

)

「
納
太

刀
碁
鑑
」

は
作
者
紀

上
太
郎
、
平
原
屋
東

作
、
松
貫
四

で
、
東
作
と

は
合
作
者

で
あ
り
、
「
万
載
狂
歌
集
」

に
詞
書

「
東
作

か
し
ら
お
ろ

し
け

る
時

十
徳
を
贈

る
と

て
」
と
あ

る
嘉
栗

の
狂
歌
が
あ

り
、

こ
れ
は
安
永
八
年
秋

の
こ
と

で
あ

る
。
ま
た
東
作

の

「
三
井
嘉
栗
み
や
こ
に
か

(
51
)

へ
る
時
」
と
詞
書

の
狂
歌
が
あ
る
。

(
52
)

以
上

の
事
と

「
東
作
遺
稿
」

に
山
鹿
素
行
子
輯
、
立
松
東
蒙
子
補

「
巡
察
要
領
集
」
が
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
東
作
は
勘
定
奉
行
所
系
統

の
下
請

け

の
性
格
が
強

い
だ

ろ
う
。
彼
も
雅
と
俗

の
人
間
で
あ

る
。

(53

)

の
朱
楽
菅
江

は
文
化

一
〇
年
卯
月
、
蜀
山
人
緒
、
文
政
四
年
成
稿
、
嘉
永

四
年
補
訂

「奴
凧
」

に
は

「
市
谷
廿
騎
町

に
す
め
る
御
先
手
与
力

(54

)

也
」

と
あ

る
。

「
判
取
帳
」

に

「
山
崎
卿
助
、
名
景
貫
、
字
道
父
、
住
牛
込
加
賀
屋
敷
原
二
十
騎
町
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、

戯
作

者
、
画
家

、
本
歌
師
、
朱
楽
館
、

(又
号
)
准
南
堂
、

二
十

騎
町
、
山
崎
卿
助
」
と
あ

る
。
本
職
は
与
力

で
こ
れ
丈
け
多
芸

で
あ

る
。

狂

歌
に

つ
い
て
唯

一
筋

の
道
と

い
っ
た
人
間
で
は
な

い
。
寛

政
改
革

の
狂
歌

へ
の
影
響

に

つ
い
て
も

こ
の
点
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
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(
55
)

「
万
載
狂
歌
集
」

に
詞
書
が

「
三
井
長
年
が

み
や
こ

へ
か

へ
る
う
ま

の
は
な
む
け
す
と

て
」
と
あ

る

一
首
が
み
え

て

い
る
。

(
56
)

「
三
春

行

楽

記
」

に
は

出

て
こ
な

い
が

、
妻

は
節

松

嫁

々

で
、

「
方

角

分
」

に

「
狂

歌
師

、

嫁

々
、
菅

江
妻

、

節

松

、
同

居

、

山
崎

」

と
あ

る
。

癬

兼
は
洲
崎
の
料
理
屋
升
屋
の
歌
妓
で
あ
る
・
な
お
天
明
四
年
刊

四
方
山
人
作

勝
川
春
潮
画

盤

頭
て
ん
査

郁
L
は
料
理
屋
の

升
屋
と
樽
三
ぶ
と

が
舞
台

で
あ
る
。

(
58
)

働
沢

田

(源
)
東
江
は

「
方
角
分
」

に

「
書
家
、
束
里
、
東
江
子
、
名
千
之
、
字
文
巳
、
村
松
町
、
澤

田
文
次
郎
」
と
あ
り
、
嘉
永
元
年
成
稿
、

(59
)

月
琴
斎
藤
幸
成
著

「
武
江
年
表
」

に
は
、
天
明

の
頃
名
家

に
書
家
東
江
が
み
え
、
寛
政
八
年
六
月

一
五
日
に
書
家
沢
田
東
江
卒

、
源
鱗

一
、
号

玉
島
山
人
と
あ

る
。

(60
)

0

「
贈
歌
妓

阿
仙
」
が
あ

る
。

㈹

阿
仙
は
望
汰
欄

の
歌
妓

で
あ
る
。
「南
畝
集
」

六

の
天
明
二
年

に
081

(61
)

⑪

三
井
長
年

二
二
井
氏
は

「
稿
本

三
井
家
史
料
」
伊
皿
子
家
第
四
代
三
井
高
年

に
よ
る
と
、
宝
暦

一
二
年
生
、
文
化

元
年
覆
で
、
安
永
六
年

六
月
二
七

日
に
御
為
替
御
用
名
前
三
郎
助

に
な
る
。
天
明
二
年

に
は
二

一
歳

で
、
黎
年
迄

三
郎
助

で
あ

っ
た
。
天
明
元
年

四
月

二
五
日
に
江
戸

着
、
同
二
年

四
月
二
七

日
に
出
立
し

て
い
る
。
(
62
)

な
お
嘉
栗

三
井
高
業
は

「
稿
本
三
井
家
史
料
」

に
よ
る
と
、
安
永
九
年
三
月

=

日
に
江
戸
を
出
立

し
て
帰
京
し
、
天
明

二
年

四
月

二
一二
日

に
江
戸
に
到
来
し
て

い
る
の
で
該
当
し
な

い
。

天
明
四
年

三
尺

四
方
山
人
序

「壇
那
山
人
藝
企
麹

」

に

「
送
訪
三
井
子
還
ゆ
ヲ
京

二
」
と
題
す
る
詩
が
あ
砥

文
中
に
三
井
三
郎
と
あ
る
・

(
64
)

⑫
伴

七
は

「
判
取
帳
」

に
よ
る
と
第

二
酒
成

で
、
「
浅
田
伴
七
郎

、
越
後
屋
番
頭
」
と
あ

る
。

三
井
家
編
纂
室

「
店
々
役
人
鑑
」
に
は

「
伴

七

(朝
田
)

[江
戸
両
替
店
]
、
安
永

五
年
正
月
十
七

日
組
頭
格
、
安
永
九
年
十

一
月
十

一
日
支
配
、
天
明
六
年

三
月

二
四
日
退
」
と
あ

る
。

こ

の
時
期

に
は
三
井

江
戸
両
替
店
支
配

で
あ

る
。
三
井
文
庫
所
蔵
文
書
に
八
月

二
六
日
付
、
向
崎
吉
郎
兵
衛
、

田
中
嘉
右
衛

門
、
石
川
七
兵
衛
、

(65

)

上
島
太
郎
兵
衛
、
中
塚
徳
次
郎
宛
、
杉

山
仙
右
衛
門
、
脇
田
藤
右
衛
門
、
向
井
小
右
衛
門
、
田
所
忠
七
書
状
が
あ
る
。
こ
れ
は
石
川
七
兵
衛
以

(
66
)

外

の
者

の
経
歴
に
よ
る
と
天
明
六
年

の
も

の
で
、
三
井
江
戸
本
店
元
〆
、
勘
定
名
代
、
名
代
、
後
見
か
ら
京
本
店

元
〆
、
元
方
掛
名
代
、
名
代
、
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後
見
に
宛
て
た
書
状
で
あ
り
、
文
中
次
の
文
言
が
あ
る
。

御
勘
定
御
組
頭
土
山
宗
次
郎
様
手
前
御
督
意

二
有
之
、
殊
更
両
替
店
支
配
退
役
朝
田
伴
七
殿
格
別
御
入
魂

二
御
座
候
而
、
朝
田
氏
退
役
後

右
御
屋
敷
江
不
絶
被
参
候
儀

二
御
座
候
、
然
る
処
先
頃
伴
七
殿
當
店

へ
被
参
、
極
内
々
二
而
被
申
候

ハ
左
之
通

即
ち
土
山
は
三
井
江
戸
本
店
と
関
係
が
あ
り
、
江
戸
両
替
店
の
朝
田
伴
七
は
土
山
邸
に
出
入
し
て
お
り
、
退
職
後
も
土
山
と
三
井
の
連
絡
役

を
勤
め
て
い
る
。
伴
七
郎
と
書
く
場
合
も
あ
る
。

⑯
竹
本
住
太
夫
は

「万
載
甑

禦
」
に
串

文
轟

太
管

詞
書

「難
波
に
か

へ
る
べ
き
日
も
ち
か
つ
き
ぬ
る
に
酔
月
楼
に
て
人
々
う
ま
の

は
な
む
け
し
け
れ
ば
」
と

し
て
狂
歌

「
牛
込

の
お
も
き
御
恩
を
せ
な

に
負

ひ
も
う

お
な
ご
り
と
ぬ
る

・
片
袖
」
が
あ
る
。
土
山
邸

で
の
歌

で
あ

る
。毫

那
山
人
藝
企
範

L
に

「導

竹
本
住
太
夫
ガ
還
蓑

華

」
と
前
書
の
漢
詩
が
あ
る
・

(69

)

㈲
滝
口
氏
は
大
田
輩
子
組
目
著

「杏
園
集
」
に

「滝
口
氏
馬
晴
石
硯
銘
」
と
あ
る
が
不
明
で
あ
る
。

㈲
田
阿
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
で
大
田
南
畝
編
と
推
測
さ
れ
、
内
容
は
安
永
八
年
に
つ
い
て
で
あ
る
寛
政
六
年
正
月
二
九
旦
扇
折
風
写

(70

)

(
71
)

(
72
)

「
月
露
草
」

に
あ

る
、
作
者

不
明

「
附
釈
名
」

に
は

「
田
阿
、
河
惟
寅
、
字
益
之
、
呼

称
河

田
阿
」

と
あ

る
。
画
家

で

「
万
載
狂
歌
集
」

に

一

首
あ
る
。

⑯
阿
皆

は
歌
妓

で
あ

る
。
(
73
)

㈲
右
史
近
藤
は

「寛

政
譜
」

に
よ
る
と
孟
卿

で
虎
之
助
、
吉
左
衛
門
、
明
和
四
年

四
月

一
四
日
家
を
継
ぎ
凛
米
百
五
十
俵
、
同
六
年

一
二
月

(
74
)

二
日
表
御
右
筆
、
寛
政
三
年

一
〇
月
二
九
日
組
頭
、
同

一
〇
年

一
二
月
二
六
日
百
俵
加
増

で
あ

る
。
天
明
元
年
、
須
原
屋
版

「袖

玉
武
鑑
」

に

は
御
奥
御
右
筆
衆
、

二
百
表
高

「
は
ま
丁
、
近
藤
吉
左
衛

門
」
と
あ
る
。

(75

)

㈹
杉
浦
氏
は
文
政
元
年

一

一
月
、
星
池
庭

士
序
、
扇
面
亭

編
、
層
山
堂
校

「江
戸
當
時
諸
家

人
名
録
」

二
編
に
は

「
書
、
西
涯
、
名
吉
統

、

(
76
)

字

総
中
、

一
号

細
香

園
、
小

川
町
、
杉
浦

市
郎

兵
衛
」

と
あ

り
、
長
澤
孝

三
編

「漢
文

学
者
総
覧
」

に
は

「
杉
浦
西
涯
、
通
称
吉
統
、
号

西
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(
77

)

涯
」
と
あ

る
。
濱

田
義

一
郎
氏

は
幕
臣

で
勘
定
所
勤
務
と
し

て
い
る
。

(
78
)

⑲
角
触
谷
風
は
大

日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
編

「大

日
本
人
名
辞
書
」
新
訂
第
十

一
版

に
よ
る
と
谷
風
梶
之
助

(二
代
、
横
綱
初
代
)
で
天
明
二

(
79
)

年

二
月
西
大
関
、
寛
政
元
年
横
綱
免
許
で
あ

る
。
「
万
載
狂
歌
集
」

に
は
前
書

に
谷
風
梶
之
助
が
あ

る
四
方
赤
良
、
朱
楽
菅
江

の
狂
歌
が
あ

る
。

㈲

駒
谷

は
力
士
で
あ
る
。
⑳
内
海
、
⑳
中

田
亭

(葛
西
太
郎
)
は
不
明

で
あ

る
。
㈱
阿
直
は
望
汰
欄

の
歌
妓
、
㈱
袖
芝
、
㈲

一
注
は
大
文
字

楼

の
妓
、
㈲
阿
留
伽
阿
加
与
㈱

阿
銀
㈲
唐

琴
は
妓

で
あ

る
。
㈹

国
㈹
升
は
不
明

で
あ

る
。

(80

)

㈱

万
年
氏
は

「寛
政
譜
」

に
頼
度

で
、
勝

五
郎
、

三
左
衛
門
、

一
重
郎
、

三
左
衛

門
で
あ
る
。
金
子
郡
大
夫
勝
興

の
男

で
養

子
に
な
り
、
明

和
六
年
正
月
二
六

日
御
勘
定
、
安
永
七
年

一
〇
月
五
日
評
定
所
留
役
、
天
明
七
年

一
二
月
二
九
日
遺
跡
を
継
ぎ
、
凛
米
百
俵
月
俸
十

口
、
寛
政

(81
)

二
年

二
月

=

日
御
勘
定
組
頭
、

同
年
九
月
七

日
小
普
請

で
逼
塞
、

一
二
月
八
日
に
許

る
さ
れ
て

い
る
。
天
明
元
年

「
袖
玉
武
鑑
」

に
は
評
定

所
留
役
御
勘
定
、
評
定
所
詰
百
五
十
表
高
、
御
役
料

二
十
人
扶
持

「
小

日
向
中

ノ
は
な
、
万
年

一
重
郎
」
と
あ

る
。

(
82
)

(
83
)

㈹
蘇
百
順
は

「
判
取
帳
」
に
銀
杏

満
門
と
あ
り
、
濱
田
氏
は
牛
込
住
幕
臣
と

し
て

い
る
。
「方
角

分
」

に
は

「
狂
歌

師
、
満

門
、
百
順
、
銀

　

ロ

杏
、
二
十
騎
丁
、
久
保
九
良
太
郎
」
と
あ
る
。

(84

)

岡
岡
田
忠
卿
は

「
寛
政
譜
」

に
よ
る
と
父
善
富

(高
千
石
)

の
二
男
で
あ
り
、
恕

で
善
里
、
又
次
郎

、
式
部
、
清
助

で
あ

る
。
寛

政
元
年
九

月

一
〇
日
召
さ
れ

て
儒
者

に
な
り
塵
米
弐
百
俵
、
同

二
年

五
月
二
二
日
学
問
所

の
こ
と
、
同
年
八
月
三

日
以
後
屡

々
奥

に
お

い
て
侍
講
、
同
六

(85
)

年

一
二
月

二
七

日
代
官

に
転
じ
、
同
七
年

一
二
月

二
九

日
職
事

の
い
と

ま
に
学
問
所

で
経
書
を
講

じ
て

い
る
。
「
漢
文

学
者
総
覧
」
に
は

「
岡

田
寒
泉
、
名
善
里
、
恕

、
通
称
又
次
郎
、
式
部
、
清
助

、
字
仁
卿
、
中
卿
、
子
強
、
号
寒
泉
、
泰
斎
、
招
月
楼
、
冷
水
」
と
あ
る
。

(
86
)

㈲
忠
順
は
伴
忠
順

で

「
漢
文
学
者
総
覧
」

に
は

「
中
神
蓋
峯
、
名
守
孝
、
通
称
九
左
衛

門
、
字
忠
順
、
号
蓋
峯
」

と
あ

る
。
西
播
服
部
保
撰

(87
)

(88

)

「
蓋
峰
中
神
君
忠
順
之
墓
」
碑
文
が
あ
る
。
濱

田
氏

に
よ
る
と
幕
臣

で

「
藩
翰
譜
続
篇
」
に
寛
政
七
年

か
ら
八
ヵ
年
参
加
し
て

い
る
。

(89

)

岡
山
士
訓
は
山
内
穆
亭

で

「
附
釈
名
」
に
は

「
山
内
鼻
、
字
士
訓
、
緯
号
服
秩
遊
、
称
呼
山
内

与
左
衛
門
」
と
あ
り
、
大

田
草
子
組
著

「杏

(
90
)

(
91
)

園
集
」

に
は

「
銘
山
内
士
訓
墓
石
」
が
あ
る
。
森
銑
三
氏

は
御
先
手
与
力
と
し
て

い
る
。
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(92

)

㈱
関
叔
成
は
文
化
三
年

五
月
、
友

人
南
畝
大
田
箪
撰

「
菊
池
泰
忠
先
生
墓
表
」
に
よ
る
と

「
諜
禎
、
字
叔
成
、
号
衡
嶽
、
関
口
氏
、
世
仕
紀

藩
」

「
同
藩
菊

池
道
義
君

(中
略
)
子
養
先
生
、
妻
以
其
女
、
因

冒
其
姓
」
と
あ
り
、

天
明

二
年

に
は
公
子
近

習

で
あ

る
。
明
治

三
二
年
序
、

(93

)

堀
内
信
編

「南
紀
徳
川
史
」
は
、
菊
地
内
記
衡
岳
は
紀
州
藩
で
安
永
七
年
切
米
五
〇
石
、
寛
政
五
年
御
薬
込
頭
格
御
薬
込
頭
同
様
勤
学
校
御
用

(
94

)

筋
勤
、
御
広
敷
御
用
人
地
方

二
〇

〇
石

に
加
増
、
新
御
番
格

で
殻
す

る
迄

学
校
勤

で
あ

る
。
「
奴
凧
」

に
は
明
和
初
年

に
牛
門

の
四
友

の

一
人

と
し

て

「
菊
池
角
蔵

名
禎
、
字
叔
成
、
号
匡
盧
」
と
あ
る
。
(95

)

㈹

五
陵

(子
)
は
大
正
三
年
刊
、
芳
賀
矢

一
編

「
日
本
人
名
辞
典
」

に
は
榊
山
香
山
、
儒
者
、
名
長
俊
、
字
子
章
、

又
五
陵
、
忘
笙
斎
と
号
と

(96

)

あ

る
。
年
代
は
確
認
し

て
い
な

い
。
ま
た
壬
寅

の
と

し
は
し
め
の
夏
、
か
ら
衣
橘
洲
序
、
天
明
三
年
正
月
穀
且
刊

「
狂
歌
若
葉
集
」
上
巻
に
は

平
秩
東
作

の
詞
書

に

「
泉
町

五
陵

が
も
と

に
て

(下
略
)
」
と
あ
る
。

(97
)

働
都
子
雅
は

「
寛
政
譜
」

に
よ
る
と
、
都
筑
勝
次
郎
栄
武

(凛
米
弐
百
五
十
俵
)

の
長
男
法
言
で

「
甚
八
郎
、
病
者

た
る
に
よ
り
嗣
た
ら
ず
」

と
あ

る
。

(
98

)

㈹
金
子
氏
は
働
万
年
氏

の
生
家

で
あ

る
金
子
郡
大
夫
勝
興
で
あ

る
か
、
又
は

「寛
政
譜
」

に
み
え

る
金
子
師
晴
、
七
十
郎
、
平

八
、
宝
暦
九

年

一
二
月

二
五
日
御
勘
定
、
天
明
七
年
七
月

二
四
日
残
か
、
金
子
忠
輔

、
杢
助
、
貞

五
郎
、
富
右
衛
門
、
助
大
夫
、
御
馬
乗
、
二
丸
火
番
か
ら

支
配
勘
定
に
転
じ
明
和
六
年
正
月

二
六
日
御
勘
定
、

天
明

五
年

一
一
月
二
二
日
獲
か
、
確
定
で
き
な

い
の
で
不
明

で
あ

る
。

(
99
)

㈹
布

施
氏
幽
夫
人

は

「判
取
帳
」

に
は
山
手
白
人

で

「布
施
弥

二
郎

、
住
三
百
坂
」
と
あ
る
。

「方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
白
人
、
山
手
、

(001
)

三
百
坂

、
布
施
弥

二
良
」

で
あ
る
。
「
寛

政
譜
」

に
は
胤
致

で
、
蔵
之
丞
、
弥
次

郎
で
あ
り
、
明
和
六
年
正
月

二
六
日
御
勘
定
、
同
八
年

二
月

一
七

日
評
定
所
留
役
、
天
明
七
年

八
月
九

日
妓
、
妻

は
塚
本
忠

五
郎
善

明
が
女

で
あ
る
。

な
お

「
寛
政
譜
」

に
塚
本
姓

は
な

い
。
天
明
元
年

(101
)

「
袖
玉
武
鑑
」

に
は
評
定
所
留
役
御
勘
定

で

「
小

石
川
三
百
坂
、
布
施
弥
次
郎
」
と
あ
る
。

(
201
)

(鵬

)

㈲
服
右
文

は

「
漢
文
学
者
総
覧
」

に
は

「
服
部
栗
斎
、
名
保
命
、
通
称

善
蔵
、
字
佑
甫
、
号
栗
斎
、
旗
峯
」

で
あ
り
、
「
武
江
年
表
」

に
寛

(
401

)

(
鵬
)

政

一
二
年

「
五
月
十

一
日
、
官
儒
服
部
栗
斎
卒
」
と
あ

る
。
頼
杏
坪

「
栗
斎
先
生
墓

碍
銘
」
、
頼
惟
柔

「
栗
斎
服
部
先
生
墓
碍
銘
」

が
あ

る
。
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(061
)

㈹
青
木
氏
は

「判
取
帳
」
に
源
孝
縁
で

「青
木
三
郎
兵
衛
、
住
三
斎
小
路
」
と
あ
る
。
宮
崎
修
多
氏
は
青
木
三
郎
左
衛
門
を
比
定
し
て
お
ら

(701

)

れ
、
そ
れ
は
寛
政

=

年
刊

「寛
政
呈
書
万
石
以
下
御
目
見
以
上
国
字
分
明
集
」
に
、
三
郎
左
衛
門
の
屋
敷
が
愛
宕
下
三
斉
小
路
と
あ
る
に
よ

っ
て

い
る

。

(801
)

文
化
四
年
に
開
始
さ
れ
安
政
五
年
編
集
終
了
、
文
久
元
年
追
加
調
査
、
普
請
奉
行
編

「御
府
内
沿
革
図
書
」
の
虎
御
門
外
、
西
久
保
の
内
、

安
永
五
甲
年
、
寛
政
六
寅
年
之
形
の
三
斎
小
路
に
は
青
木
三
郎
左
衛
門
以
外
の
青
木
氏
は
な
い
。

(091
)

「寛
政
譜
」
に

は
肇

で
、
敦
孝
、
房
之
助
、
文
蔵
、

三
郎
左
衛
門

で
あ

る
。
明
和

六
年

一
二
月

二
七

日
遺
跡
を
継
ぎ
小
普
請
、
康
米
百

五
十

俵

、
安
永

六
年

二
月
二
五
日
御
勘
定
、
天
明
元
年
正
月
二
八
日
評
定
所
留
役
、
寛
政
二
年
七
月
二
三
日
富
士
見
御
宝
蔵
番
頭
、
同
六
年
六
月
朔

日
小
普
請
組
頭
、
同
八
年
六
月
二
五
日
新
番

で
あ

る
。

㈲
須
磨
は
妓

で
山
下
楼
、
三
河
楼
に

み
え

て

い
る
。

(
OIl
)

㈹
楢
原
克
敏
は

「寛
政
譜
」

に
は
克
文
で
、
克
敏

、
與
之
助
、
與
兵
衛
で
あ

る
。
御
普
請
役
か
ら
御
賄
吟
味
役
、

つ
い
で
御
賄
調
役
、
御
賄

調
役
、
寛
政
九
年

八
月
八
日
西
城
御
膳
所

の
御
台
所
頭
で
あ

る
。

(
皿
)

㈲
榊
原
氏

は

「
判
取
帳
」

に
峯
松
風

で

「
榊

原
男
依
、
住
牛
込
若
宮
小
路
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
松
風
、
峯
、
逢
坂
、

(1

)

榊

原
男

依
」

と

あ

る
。

「
寛
政

譜

」

に

は
長

国

の
四
男

で
、

長
休

、

四
郎

主

計

、

男
依

、

号
素

斎

と

な

っ
て

い
る

。

(
311
)

㈹
安
藤
言
卿
は

「判
取
帳
」

に
は
坂
上
竹
藪

で

「安
藤
喜
兵
衛

、
住
牛
込
庫
嶺
坂
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」
に
は

「
狂
歌
師
、
竹
藪
、
坂

上
、

(411

)

ユ
ウ

レ
イ
坂
、
安
藤
喜
兵
衛
」
と
あ

る
。
「
寛
政
譜
」

に
は
敬
信

で
曲豆
之
進
、
喜
兵
衛

で
あ
り
、
天
明
元
年

八
月
四
日
家
を
継
ぎ

(四
百
五
+
石

余
)
、
同
五
年
六
月
二
三
日
御
書
院
番
、
寛
政
八
年

六
月
二
〇
日
残

で
あ

る
。
「
万
載
狂
歌
集
」

に
三
首

み
え

て

い
る
。

(価
)

㈲
長
滝
氏
は
長
滝

四
郎
左
衛
門

で
は
あ
る
ま

い
か
。
「
寛

政
譜
」

に
は
政
央

で
、
藤

四
郎
、

四
郎
左
衛
門
、
前

記

の
通
り
土
山
宗
次
郎

の
弟

で
あ
る
。
明
和

五
年

=

月
晦
日
に
家
を
継
ぎ
凛
米
百
五
十
俵
、
月
俸

五
口
、
安
永
七
年

四
月
六

日
御
勘
定
、
同
七
年

一
〇
月
九
日
評
定
所
留

役

の
助
を
勤
め
、
天
明
四
年

一
二
月

一
九

日
留
役
、
同
七
年

兄
の
連
座

で
小
普
請

に
な
り
逼
塞
、
同
八
年
五
月
八
日
許
さ
れ
て
い
る
。
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(
611

)

㈹
安

子
潤
は

「
附
釈
名

」

に
は

「
安
道
沿
、
字

子
潤
、
号
牛
峡
、

称
呼
大

膳
亮

好
庵
」
と
あ
り
、

「
判
取
帳
」

に
は
、
よ
み
人
し
れ
た

で

(
711
)

「
大
膳
亮
好
庵
、
住
牛
込
御

門
前
、
医
官
河

野
元
貞
」
と
あ

る
。
「
寛
政
譜
」

に
は
安
永
六
年
九
月
七

日
遺
跡
を
継
ぎ
塵
米

二
百
俵
、
月
俸
三
十

口
、
天
明
六
年

三
月

二
四
日
番
医

で
あ

る
。

(
811
)

[屋
]

[州
}

㈱
山
田
宗
俊
は

「
方
角

分
」

に
は

「
書
家

、
画
家
、
御
家
老
、
茶
人
、
小
笠
原
佐

(渡
公
)
藩
、
山
田
宗
俊
」
と
あ
り
、
小
笠

原
長
尭
は
陸

(
911
)

奥

国
棚
倉
藩
で
あ

る
。

(
021

)

(
凱
)

「
武
江
年
表
」

に
は
天
明
七
年

「
二
月
八
日
、
医
師
山
田
図
南
卒
」

「名
正
珍
、
称
宗
俊
、
詩
作
に
名
あ
り
」
と
あ

る
。
図
南
は
幕
府

の
医
官

(
1
)

で
あ

る
が
、
天
明
元
年

「
袖

玉
武
鑑
」

に
表
御
番
医
師
、
二
百
表
以
下
、
御
番
料

百
表
に

「
か

ん
た
三
丁

四
丁

メ
、
山

田
立
長
」
と
あ

る
者

だ

ろ
う
か
。
両
者

の

い
ず
れ
か
決
し
難

い
。

(
321
)

働
樋
季
成

は

「
附
釈
名
」

に
は

「
源
器
、
字
季
成
、
称
呼
樋

口
元
良
」
と
あ

る
。
森
銑
三
氏

は
樋

口
赤
水
、
名

は
器
、
菊
池
衡
岳

の
弟
と
し

(421

)

て

い

る

。

(
1
)

㈹
野
美
卿
は

「
附
釈
名
」

に

「
野
正
、
字
美
卿
、
緯
号
正
文
、
称
呼
小

野
勝

二
郎
」
と
あ

る
。
文
政
三
年
孟
春
刻
成
、
大
田
輩
子
相
著

「
杏

(%1

)

園
詩
集
」
巻
二
に
聯

「
七
夕

同
山
士
訓
山
道
甫

野
美
卿
諸
子
遊
高
田
有
感
」
が
あ

る
。

岡
無
端
斎

は

「
判
取
帳
」

に
は

一
文
字
白
根

で

「
草
加
作
左
衛
門
、
名
環
、
字
循
仲
、
号
無
端
斎
、
住
常
盤
橋

北
ノ
番
所
曲
渕
公
邸
」
と
あ

(721
)

(鎚

)

る
。
曲
渕

は
御
目
付
曲
渕

勝
次
郎

景
漸
だ

ろ
う
。
従

っ
て
用
人
で
あ

る
。

「方
角
分
」

に
は

「学
者
、
昆
山
、
名
定
環
、
字
脩
夫
、
号

(無
)
端

(
921
)

斎

、
狂
名

一
文
字
白
根
、
水
道
端
切
支

丹
組
、
草
加
宇
右
衛

門
、
日
下
元
和
助
」
と
あ

る
。
「
漢
文
学
者
総
覧
」

に
は
草
賀
毘
山
で
あ
る
。

(031
)

岡
本

阿
弥
子
は

「
判
取
帳
」

に
、
も
と

の
も
く

あ
み

「
渡
嵩
松
、
住
西
窪
神
谷

町
、
号
落
栗
庵
」

と
あ
り
、

「方
角
分
」

に

「
画
家
、
誹
譜

(131

)

師
、
狂

歌
師
、
杢
阿
弥
、
珠
阿
弥
、
落
栗
庵
、
永
富
町
、
大
野
喜
三
郎
」

と
あ

る
。
「
奴
凧
」

は
大
野
喜

三
郎

に

つ
い
て

「京
橋
北
紺
屋
町

の

モ
ク

湯
屋
な
り
。
是
も
と
木
あ

み
子
也
、
此
妻
も
ま
た
狂
歌
を
た
し
み
て
知
恵

の
内
子
と

い

へ
り
」
と
あ

る
。

⑯
墓
仲

は

「
判
取
帳
」

に
婆
阿

で

「
初
名

桑
名

屋
与
右
衛
門
、
錦
江
、
名
丁

逐
、
字
墓

仲
、
住

牛
込

原
町
、
剃
髪
号
道
甫
」
と
あ
り
、
「
方
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(
231

)

マ
サ
ト
ヨ

角

分

」

に

は

「
狂

歌

師

、
婆

阿

、
名

丁

麸

、
字

墓
仲

、
錦

江

、

(号
)
春

日
部
、

原
町

、
薬

種

屋

、

錐
髪

道
甫

、

桑

名

屋
与

左

衛

門
」

で
あ

る
。

(331
)

「
附
釈
名
」

に
は
春
丁
逐
、
称
呼
春

日
部
自
在
門
と
あ

る
。

(
43i
)

〈根
)

反
古
庵

[朱
]

働
市
川
三
升
は

「
判
取
帳
」

に
、
は
な
道

つ
ら
ね
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「狂
歌
師
、
津
良
祢
、
五
代
目
白
猿

(古
紙
庵
)
、

(号
)
花
道

、

牛
嶋
、
海
老
屋
七
左
衛
門
」
と
あ
る
。
五
代
目
市
川
団
十
郎

で
あ
る
。
「
万
載
狂
歌
集
」

に
二
首
あ

る
。

　　

　
　
　

　ポ
ロ

鯛
書
蜂
耕
書
堂
は

「
判
取
帳
」

に
は
、
蔦

の
か
ら
丸
で

「
才
蔵
集
、
吉
原
細
見
、
新
吉

原
大
門

口
、

四
方
先
生
板
元
、

つ
た

や
重

三
郎
」

と

(531

)

自
書

し
、

「方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
唐
丸
蔦
、
通
り
油
町
、
書
林
、

元
吉

原
、
地
本
問
屋
、
蔦
屋
重

三
郎
」

と
あ

る
。
南
畝

に
寛
政

五
年

(631
)

三
月

「
蔦
屋
重
三
郎
母
津
与
墓
碑
銘
」
が
あ
る
。

(
731
)

働
大
文
字

の
楼

(加
保
茶
元
成
)
は

「奴

凧
」

に

「
新
吉
原
京

町
大
文
字

や
市

兵
衛

が
狂
名
を

か
ぼ
茶

元
成
と

い
ふ
、
妻
を
秋
風
女

房
と

い

(
831
)

ひ
、
隠
居

の
姥
を
相
応
内
所
と
称
す
」
と
あ
り
、
「方
角

分
」

に
は

「
狂
歌
師

、
元
成
、
加
保
茶

、
京
町
壱
丁
目
、
大
文
字
屋
市

兵
衛
」
と
あ

(
931
)

る
。
「判
取
帳
」
は

「南
錬
御
大
臣
加
保
茶
元
成
」
で
あ
る
。
三
村
竹
清

「判
取
帳
筆
者
小
伝
」
は

「新
吉
原
京
町
大
文
字
屋
二
代
村
田
市
兵

(
041
)

衛

、

号

文
楼

」

と

あ

る
。

濱
里

我
鼠

躍
に
よ
る
と
、
寛
政
元
年
刊

山
東
京
伝
作

北
尾
政
美
画

「麟

蒔
礪

奇
事
中
激
謬
」
は
土
山
を
忠
兵
窺

誰
袖
を
梅
川

に
擬
し
た
作

で
、
忠

兵
衛

の

「
新
宿

に
知
る
人
あ
り
け
れ
ば

こ

・
に
頼
り
」

は
新
宿

の
平
秩
東
作
を
さ
し
、
梅
川
を
吉

原
の
三
文
字
屋
七
兵
衛

　

　

に
身
売
り
す

る
の
は
、
大
文
字

屋
市
兵
衛

(加
保
茶
元
成
)
を
暗
示
し

て
い
る
。
作
中

の

「
お
前

は
狂
歌
を

な
さ

る
さ
う
だ
」
「
ど
う
ぞ
青
梅

ま

で
行
か
れ

・
ば
よ

い
が
」
な
ど
は
軽
少
な
ら
ん

(土
山
)
を

さ
し
、
青
梅
は
山

口
観
音

で
捕
え
ら
れ
た
も

の
を
示

し
て
い
る
と

い
う

。

(
341
)

㈹
望
汰
欄

(祝
阿
弥
)
は

コ

話

一
言
」
巻

六
に

「祝
阿
弥
、
洲
崎
料
理
茶

や
升
屋
望
汰
欄
隠
居
」
と
あ

る
。

〔漂
)

(4U
)

9

㈹

吉

二
郎

は

「
潭
清

国
」

「
春
夜
樋
季
成
宅
贈

嵩
工
吉

二
郎
嘗
漂
海
至
清
国
」
が
あ
る
。
嘉
永

と
あ
り
、
「
南
畝
集
」

六

の
天
明
二
年
に

06飼
)

六
年

小
春

月
、
大
学
頭
林
輝
序
、
宮
崎
次
郎
太
夫
成
身
他
編

「
通
航

一
覧
」
巻
之

二
百
六
、
唐
国
福
建
省
泉
州
府
附
厘
門
部

二
の
漂
流
に
は
見

当

ら
な

い
。
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㈹

元
淳
公
は
不
明

で
あ
る
。

(
641
)

(
即
)

㈹

羽
倉
右
山
翁
を
濱
田
氏
は

「
元
、
支
配
勘
定

・
作
事

下
奉
行
」
と

し
て
お
ら
れ
る
。
宝
暦

八
年
、
燕
屋
弥
七
板

「
袖
珍
萬
代
有
司
武
鑑
」

の
御
作
事

下
奉
行
御
納
戸
前
廊

下
に
羽
倉
源
之
介
と
あ
る
が
、

そ
う

で
あ
る
か
は
確
認
し

て
い
な

い
。

(
841
)

ら

團
磯

田
子
光

は
、
「
三
春
行
楽
記
」
正
月
廿
九

日

の
條

は

「
南
畝
集
」

六

の
壬
寅

鵬

「
春
日
同
山
田
宗
俊
服
右
父
田
仲
馨
伴
忠
順
木
子
荘
勝

言
卿
集
岡

田
忠
卿
」

に
相
当
す

る
。
従

っ
て
子
光
は

田
仲
馨
と
同

一
人
物
だ

が
具
体
的
に
は
不
明

で
、
恐
ら
く
儒
者

で
は
あ

る
ま

い
か
。
ま
た

ー

(941
)

二
月
廿

三
日
の
條
と

斯

「春

日
同
岡

田
忠
卿
伴
忠
順
石
井
子
彰
赤
松
大
経
磯

田
仲
馨
集
服
右
父
信
古

堂
」
を
比
較
す

る
と
、
石
井
、
赤
松
、
磯

田
を
失

し
て

い
る
。
他

に
も
考
え
ら
れ

る
。

㈹
源

子
光
㈹
橘
生
㈲
伊
賀
侯

臣
大
橋
氏
㈹
叡
山
某
㈹
口
氏
は
不
明

で
あ
る
。

㈹
於
巖

は
山
下
楼

で
の
妓
、
⑳
茂
与
、
㈱
保

乃
は
三
河
楼
で
の
妓
、
㈲
阿
文

、
㈹
阿
安
は
歌
妓

で
あ
る
。

以
上

の
七

四
名

の
内

で
、
南
畝

を
含

め

て
ω
～
㈱

の
土

山
関
係
者
は
勘
定
組
頭

一
、
同
夫
人

一
、
表

右
筆

一
、
御
家
人

ヵ

(勘
定
所
)

一
、

御
徒

一
、
与
力

一
、

田
沼
家
中

一
、
煙
草
屋

一
、
御
為
替
御
用

一
、

三
井
両
替
店
支
配

一
、
書
家

一
、
画
家

一
、
浄
瑠
璃
語
り

一
、
力
士

二
、

料

理
屋

一
、
妓

四
、
歌
妓
七
、

不
明

四
と
な
る
。
従

っ
て
土
山
、
嘉
十
、
三
井

両
替
店

二
人
、
御
家
人

ヵ

一
人
が
目
立

っ
た
存
在
で
、

こ
れ
に

南
畝
を
含

め
て
狂
歌
師
、
取
巻
き
と
考
え

て
よ

い
。

つ
ぎ

に
非
土
山
関
係
者
㈱
～
㈲

に

つ
い
て
み
る
と
、
判
然
と

は
区
別

で
き
な

い
が
、
評
定
所
留
役

四
、
同
夫
人

一
、
御
書
院
番

一
、
小
普
請

一
、
旗
本
家
族

三
、
御
賄
役

一
、
御
家
人

二
、
御
家
人

力
二
、
与
力

一
、
官
儒

一
、
用
人

一
、
儒
者
三
、
紀
州
藩
儒
者

一
、
伊
賀
家
中

一
、
俳

優
、
書
騨
、
薬
種

屋
、
湯
屋
各

一
、
妓
楼
二
、
叡
山
僧
、
漂
流
者
各

一
、
歌
妓

二
、
妓

四
、
不
明
六

で
あ

る
。
こ
れ
に
土
山
関
係
者

で
重
複
者

を
加
え

る
と
、

田
沼
家
中

一
、
書
家

一
が
加
わ
り
、
歌
妓

が
四
に
増
加
す
る
。
従

っ
て
評
定
所
留
役
、
旗
本
、
儒
者
な
ど
が
目
立

っ
た
存
在

で

あ
る
。
強

い
て
両
者
を
合
せ
れ
ば
勘
定
所
、
三
井
両
替
店
、
旗
本
、
御
家
人
と
狂
歌
師

で
あ
る
町
人
が
妓
楼
、
土
山
邸

に
参
会
と

い
う

こ
と

に

な
る
。
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一
一

三
囲

稲

荷

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
、
あ
め
あ
き
ら
け
き

五

つ
の
と

し
、
墜
栗
ち
か
き
卯
月

の
末

、
四
方

や
ま
ひ
と
序
、
天
明
八
年
六
月
、
巴
人
亭
蹟

「
栗
花

(
051
)
集
」
巻

一
に
は
、
天
明

二
年

四
月
二
〇
日

「
詠
指

頭
画
狂
歌
井
序
」
、

「
同
日
社

頭
奉
納
狂
歌
」

「
壬
寅

四
月
廿

日
三
囲
稲
荷
団
扇
合
図
」
が
あ

り
、
共

に
軽
少
納

言

(土
山
宗
次
郎
)
が
参
加
し
て

い
る
。
社
と
あ
る

の
は
三
囲
稲
荷

で
あ
り
、
文
化

七
年
林
大
学

頭
衡
建
議
、

(葛
飾
郡
、
文
政

(151

)

八
年
成
)
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
巻
之

二
十

二
葛
飾
郡
之
三
西
葛
西
領

の
小
梅
村

に

「村

の
鎮
守
な
り
、
小
梅
代
地
町
延
命
寺
持
」
と
あ

る
。

(
251

)

寛
延

四
未
孟
春

、
市
中
閑
人
奥
村
玉
華
子
蹟

(序
)

「
再
板
増
補
江
都
総
鹿
子
名
所
大
全
」
巻

六
下
の
三
囲

に
は

「
小
梅
村
。
源
森
橋

6
二

つ

程
北
。
土
手

下

の
田

の
中

に
あ

る
。

一
む
ら

の
森

の
内

に
。
稲
荷

の
社
あ
り
。
呉
服
屋

三
井
よ
り
。
社

頭
建
立
し

て
美

々
鋪
宮
居
也
」

「
石

の

ふ
し

の
ぞ

の

べ

鳥
居
。
土
手
下

に
あ
り
。
笠
木

バ
か
り

ハ
見
め
ぐ
り

の
と
。
河
東
が

一
節
も
舟
よ
り
此
地
を
。
臨
め
る
思
ひ
を
述
け
る
也
」

と
あ
り
三
井
と
関

係

の
あ

る
稲
荷

で
あ
る
。

(
351
)

三
井
関
係

に

つ
い
て
記
す
と
、
境
内

の
石
垣
内

の
鳥
居

の
前

に
、
左

右

に
小
型

の
O
春

日
型

石
燈
籠
が
あ

る
。
右
側

の
燈
籠

の
竿
正
面

に

「
三
囲
稲
荷
社
」
、
竿
右
面

に

「奉
寄
進

燈
毫

両
基
」
と
あ

る
。

つ
ぎ

に
、
鳥

居
手
前
右
側

に
壊

れ
た
O
石
手
洗
水
桶

が
あ
り
、

正
面
に

「
　　
　
口
献
」

で
文
字

の
中
間
に
宝
珠
に
焔

の
模
様
が
あ
る
・
左
面
上
部

に

「
上
州
藤
岡

星

野
・

甲
州
郡
内

磯
浜
・

武
雁

子
・
井

田
、

同

、
匹

、

甲

州
隣

、

小

(鵬
)」

と

あ

る

。

つ
ぎ
に
鳥
居
を
潜
る
と
右
側
に
日

「
三
囲
講
」

に
よ
る

「
由
緒
書
」
が
あ
り
、
昭
和

一
七
年

一
月
二
五
日
付

で

「
東
京
市
本
所
区
向
島

二
丁

目
七
番

地
鎮
座
」

「
村
社
三
囲
神
社
」

「
御
祭
神
守
迦
能
魂
命
」

と
あ
り
次

の
文
が
あ
る
。

一
御
祭

日

例
祭

四
月
九
日

三
井
総
元
方

三
井
銀
行

三
井
物
産

株
式
会
社

三
越
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右
総

元
方
始
め
各
株
式
会
社
交
替

に
正
五
九

の
小
祭
を
受
持
ち
、
昔

の
例

の
儘

に
祭
祀
を
執
り
行
ふ

當
社

の
草
創

は

(中
略
)
特
に
京
都

の
巨
商

三
井
家
江

戸
に
進
出
す

る
や
、
三
囲
大
神

の
信
仰
厚
く
、
當
家

の
守
護
神
と
仰
き
、
享
保

元

年

、
三
井
高
治
、
三
井
高
久
、

三
井
高
房
相
議
り

て
、
神
砥

の
司
職
吉
田
家

に
神
位
を
乞
請
け
捧
け
奉
り
、
又
享
保
十
二
年

五
月
に
霊
爾

を
當
社

に
遷
し
鎮
め
奉
り
、

田
地
を
捧
げ
社
地
を
擾
張

し
、
神

殿
瑞
垣
を
改
築
せ
り

爾
来

三
百
飴
年

、
子
孫
代

々
祖
先

の
志
を
継
ぎ
、
敬
神
以

て
今
日
に
至
る
迄
、
昔

の
随

々
に
當
社

の
維
持
経
営

に
努
め
、
又
三
囲
講
を
創

設

し
て
祭
祀
に
力
を
致
す

(下
略
)

極

め

て
三
井
と
関
係
が
深
か
く
、

三
囲
講
が
注
目
さ
れ
る
。

拝
殿

に
面

し
て
先
ず
⑳

一
対

の
石
狛
犬
が
あ

る
。
右

の
台
座
正
面
に

「
岡
本
氏
、
脇

田
氏
、
脇

田
氏
、
中
西
氏
、
尾
上
氏
、
川
嵜
氏
、
岡
本

氏
、
沢

田
氏
、
中
川
氏
、
川
村
氏
、
河
村
氏
、
中
邑
氏
、
植
山
氏
、
小
泉
氏
、
磯
氏
、
北
川
氏
、
矢
野
氏
、
小
谷
氏
、
中
野
氏
、
錦
氏
、
大
川

氏
、
池

田
氏
、
白
井

氏
、
稲
垣
氏
、
橋
木

氏
、
木

瀬
氏
、

北
川
氏
、
乾
氏
」
と
あ
り
、
左

面
に

「奉
納
」
、
裏
面

に

「
館
氏
、
副

田
氏
、
村

井

氏
、
菅
井
氏
、
外
池
氏
、
松
村
氏
、
多

田
氏
、
金
児
氏
、
東
氏
、
高
田
氏
、
岡
山
氏
、
小
川
氏
、
森
氏
、
中
村
氏
、
大
野
氏
、
村
上
氏
、
坂

氏
、

上
村

氏
、
山
崎
氏
、
奥

田
氏
、
別
所
氏
、
井
田
氏
、

北
川

氏
、
森

田
氏
、
山
室
氏
、
野

田
氏
、
原
氏
、
小
林
氏
、
小
川
氏
」
、
右
面

に

「鈴
木

氏
、
立

入
氏
、
宮
下
氏
」
、
「
濱
田
氏
、
中
村
氏
、
大
垣
外

氏
、
中
川
氏
」
と
あ

る
。
左

の
台
座
正
面
に

「
村

田
氏
、
増
尾
氏
、
矢
代
氏
、
伍
藤

氏
、
角

野
氏
、

上
野
氏
、
中
川
氏
、
南
氏
、
奥

野
氏
、
高
埜
氏
、
伊
藤
氏
、
山
田
氏
、
岡
本
氏

、
加
藤
氏
、
服
部
氏
、
野

口
氏
、
川
北
氏
、
井

上
氏
、
倉

田
氏
、
横
山
氏
、
長
柄

氏
、
橋
爪
氏
、
奥

村
氏

、
川
蔦
氏
、
西
村
氏
、
宇

田
川
氏
、
粉

河
氏
、

川
村
氏
」
、
左
面
に

「
延
享

二
乙
丑

歳
、

五
月
廿

二
日
、
石
工
、
和
泉

屋
太
郎
介
」
、
裏
面
に

「
信
藤
氏
、
駒
井
氏
、
吉
川
氏
、
村
上
氏
、
早
水
氏
、
高
岸

氏
、
中
星
氏
、
曽
村

氏
、

片
岡
氏
、
森

田
氏
、
上
埜
氏
、
渡
部
氏
、
辻
氏
、
進
藤
氏
、
覧
氏
、
山
本
氏
、
山
本
氏
、
牛
庭
氏
、
倉

田
氏
、
山
本
氏
、
小
林
氏
、
加
藤
氏
、

山
川
氏
、
小
林
氏
、
飯
田
氏
、
西
田
氏
、
松
川
氏
、
小
泉
氏
」
、
右
面

に

「奉
納
」
と
あ

る
。

参

道
を
進

む
と
㈲

一
対

の
春
日
型
石
燈
籠

が
あ

る
。
O

の
拡
大
型
と
考
え

て
よ

い
。
右

の
燈
籠

の
竿

の
正
面
に

「
正

一
位
三
囲
稲
荷
大
明
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神
」
、
右

面
に

「
寛
保

三
癸
亥
年
、
正

月
吉
祥

日
」
、
左

面
に

「奉
音
進
燈
籠
」
、
裏
面

に

「講

中
」
と
あ
り
、
基

礎

の
下

の
二
段

の
六
角
形

の

台
石

の
上
段
に
は
、
拝
殿
に
向

っ
て
右
面
か
ら
進
行
方
向

に
向

っ
て
の
三
面
に

「
岡
本
氏
、
川
蔦
氏
、
石
塚
氏
、
中
野
氏
、
村
井
氏
、
設
楽
氏
、

下
村
氏
、
林
氏
、
牧
戸
氏
、
久
保
井
氏
」
「
問
井
氏
、
辻
村
氏
、
池

田
氏
、
江
部
氏
、
宮

下
氏
、
山
村
氏
、
久
保
氏
、
高
山
氏
、
松
田
氏
」
「
谷

口
氏
、
斎

田
氏
、

川
西
氏
、
田
口
氏
、
井

田
氏
、
中
井
氏
、
岡
本
氏
、
高
橋
氏
、
小
泉
氏
」
と
あ

る
。
左

の
燈
籠

の
竿
正
面
に

「
正

一
位

三
囲

稲
荷
大
明
神
」
、
右

面
に

「
奉
音
進
燈
籠
」
、
左

面
に

「
寛
保

三
癸
亥
年
、
正

月
吉
祥

日
」
、
裏
面
に

「
講
中
」
と
あ
り
、
基
礎

の
下

の
二
段

の

台
石

の
上
段

に
は
、
拝
殿

に
向

っ
て
裏
面

の
二
面

に

「
石
堀
氏
、
松
村
氏
、
中
村

氏
、
樋

口
氏
、
八
木
氏
、

田
牧
氏
、
高
松
氏
、
林
氏
」

「
服

部
氏
、
中
辻
氏
、

三
影
氏
、
坂
谷
氏
、
中
村
氏
、
松
蔦
氏
、
水
谷
氏
、
太

田
氏
、
鈴
木
氏
」
と
あ

る
。
向
店
と
は
駿
河
町

の
三
井
江
戸
向
店

で

あ

る
。

拝
殿

の
前

に
㈹

一
対

の
石
狐
が
あ
る
。
右
狐

の
台
石

の
正
面

に

「向
店
」
、
左
面
に

「
奉
献
」
、
裏
面
に

「享

和
二
壬
戌
年
、
十

二
月
吉

日
」

と
あ
る
。
左

の
狐

の
台
石

の
正
面

に

「向
店
」
、
右
面
に

「
奉
献
」
、
裏
面
に

「
享
和
二
壬
戌
年
、
十

二
月
吉

日
」

と
あ

る
。

㈲
と
㈹

の
中
間
左
奥

に
直
方
体

の
㈹
石
造
物
が
あ

る
。
上
部

に
半
分
位

の
溝
が
あ
り
、
手
前

に
あ

る
蛇

口
に
通
じ
て

い
る
。
参
道
側
に
大
形

の
曾

の

マ
ー
ク
が
あ
り
、
そ

の
反
対
側
に
二
段

の
人
名
が
あ
る
。

「藤
村
喜
七
、
村

田
栄
次
郎
、

一
色
平

三
郎
、
井
上
嘉

四
郎
、
織

本
喜

一
郎
、

中
西
保
次
郎
、
瀧

澤
吉

三
郎
、
森
本
半
次
郎
、
山
岡
才
次
郎
、
中
西
孝
平
、
中
西
留
造
、
片
山
亀
吉
、
石
井
惣
兵
衛
、
細
谷
勝
、

田
中
増
太
郎
、

松

田
政
臣
、
金
田
留
雄
、
古
家
安
之
助
、
河
嶋
傳
次
郎
、
嶋
田
平
次
郎
、
西
川
儀
兵
衛
、
小
笠

原
平
之
助
、
野
村
兵
次
郎
、
長
谷
川
初
太
郎
、

酒
井
福
太

郎
、
春

日
音
蔵
、

田
中
新
之
介

、
岸
禧

一
、
岩

崎
竹
次
郎
、
柴

田
利
三
郎
、
倉
橋
彌
平
、
星
榮
吉
、
中
村
荘
吉
」

「
堀
井
順

四
郎
、

茂
木
作
太
郎
、
村
田
喜

一
郎
、
中
島
源
太
郎
、
最
上
伊
十
吉
、
神
山
芳
治
郎

、
松
井
亀
吉
、
西
田
直

三
郎
、
山

口
慶

司
、
山
田
長
次
郎
、
飯

野

三

一
、
坂
本
正
太
郎
、
今
井
藤
吉
、
金
子
仲
治
、
木
暮
光
太
郎
、
堀
沼
幾
太
郎
、
山
野
井
岩
吉

、
成

田
笹
治
、
川
合
松
太
郎
、
新
倉
久

八
、
今

岡
慶
三
郎
、

冨
田
久
吉
、
浅
野
喜
太
郎
、
洲
崎
亀
之
助
、
木
村
春
東
、
松
下
福
之
助
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
明
治
期
三
越

の
も

の
だ

ろ
う
。

裏
参

道
に
㈹

一
対

の
春

日
型
石
燈
籠

が
あ
る
。
参
道

に
面
し

て
右
燈
籠

の
竿

の
正
面
に

「
奉
献
、
常
夜
燈
」
、
裏
面

に

「
干
時
、
寛
政

十

一
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巳
未
季

四
月
日
」
、
台
石

の
正
面
に

「
武
州

八
王
子
、
井
田
林
右
衛
門
、

同
青
梅
、
小
林
七
郎
左
衛
門
、

甲
州
郡
内

殿

上
、
佐
藤
嘉
兵
衛
、
同

鶴
川
、
志
村

四
郎
右
衛
門
、
武
州
中
神
、
中

野
久
次
郎
、
同
油
井
、
戸

田
彦
兵
衛
」
と
あ

る
。
左

の
燈
籠
も
同
様

で
あ
る
。

境
内

に
は
各
種

の
石
碑

が
あ

る
が
、
、

三
井
関
係

で
は
渋
沢
榮

一
象
額

、
大
沢
正
道
撰
井
書
、
明
治
十

五
年
十

一
月
建
之

「
永
田
甚
七
君
記

念
碑
」

に
気
付

い
た
。

(
1
)

な
お
裏
参

道
を
調
査
し
な
か

っ
た
が
、
「
小
梅
村
百
壱
番

地
三
囲
神
社
境
内
之

図
」

に
は
裏
門
と
隅

田
川
と

の
参
道

に
鳥
居

が
あ
り
、
堤
下

(551

)

道

に
大
鳥

居
が
あ

る
。
こ
れ
は
明
治
三

一
年

三
月
付
、

三
井
元
方
宛
、
社
掌
永
峰
光
輝

「
三
囲
社

へ
三
井
家
寄
附
調
願
文
添
」

に

「
堤
下
石
大

鳥
居
、
震
災
後

ノ
再
建
、
文
久

二
年
、
両
替
店
、
発
起
大
出
水

殿
、
斎
藤
純
造
」
と
あ
る
も

の
だ
ろ
う
。
安
政

二
年

大
地
震
後

の
再
建
で
あ
り
、

三
井
が
建
立

し
た
も

の
だ

ろ
う
。
ま
た
本
社
棟
礼

の
写

に
よ
る
と
享
保
八
年
九
月

に
願
主

三
井
八
郎
右
衛
門
高
房
、
元
文

四
年

三
月
に
三
井
氏

四
店
、
宝

暦
八
年

に
は
寄

附
大
檀
主
三
井
氏

四
名
、
文
久

二
年

四
月

に
三
井
氏

四
名
と
あ

る
。

(1

)

川
柳

に

「
三
囲

へ
着

け
る

の
は

み
ん
な
京
言
葉

(安
永
)
」
が
あ
り
、
句
外

に
越
後

屋
を

暗
示
し

て
い
る
由

で
あ
る
か
ら
、
近
世

に
は
隅

田

川
か
ら
参
詣

し
た

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

O

ー
㈹

の
内

で
三
井
関
係
と
確
認
出
来
る

の
は
日
、
㈹
、
㈹

の
み
だ
が
、
㈲
石
燈
籠

の
講
中
と
は
三
囲
講

で
は
あ
る
ま

い
か
。
⑭
狛
犬

の
人

名

は
、
㈹
石
造
物

の
人
名

の
書
き
方
と
㈲
石
燈
籠

の
人
名
同
様

に
氏
が

つ
い
て
い
る
事

か
ら
、
こ
れ
は
三
井
関
係

で
は
あ

る
ま

い
か
。
O
石
燈

籠

は
形
態
か
ら
み
て
㈲

の
先
行
物

で
は
あ
る
ま

い
か
。
O
石
手
洗
水
桶
は
越
後
屋
関
係

の
絹
生
産
地
業
者
か
ら
の
寄
進
だ

ろ
う

。
㈹
石
燈
籠
は

(
751
)

静
山
記

「
三
囲
稲
荷
開
帳
」

に
よ
る
と
寛
政

=

年

開
帳

の
際

の
も

の
だ

ろ
う
。
駿
河
町
三
井
店
か
ら
も
奉
納

し
て
お
り
、
燈
籠

は
越
後
屋
関

係

の
武
州
、
甲
州
郡
内

の
絹
生
産
地
業
者

の
協
賛
だ
ろ
う
。

以
上

に
よ
り
表
参
道

の
O

～
㈹

は
三
井
関
係
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
三
囲
稲
荷

は
近
世
に
は
三
井
と
密
着

し
て

い
る
が
、
文
政
二
年
睦
月
刻

(
1

)

成
、

大

田
南
畝
著

「
四
方

の
あ

か
」

下
巻

の

「
向
島
賦
」

に
は
、

「花

の
お
江

戸

の
す

み
だ
川
、
ま

つ
ち

山
か
ら
む

か
ふ
島

の
け
し
き

は
、

　
　ニ

　

　

み

め
ぐ

り

の
み

め
ぐ

り
あ

り
き

て

も
、

洲

崎

の
ま

さ

ご

の
よ

み

つ
く

し

が

た

し
」

と

あ

る

か
ら

、

江

戸

の
行
楽

地

で
も

あ

っ
た

ろ
う

。
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一一一

栗

花

集

「
詠
指

頭
画
狂
歌
井
序
」

に
は
賀
邸
序
が
あ
り
、
「
め

つ
ら
か
な

る
こ
と
を
よ
く
す

る
か
町
通
り
か
ら
、
名
た
か
き
ふ
し
を
み

つ
井
あ
き
も

の

賑

へ
る
を
、
守
ら
せ
給
ふ
そ

の
え
ひ
す
三
郎
す
け
て
ふ
人

の
」
と
し

て
、
駿
河
町

の
三
井
三
郎
助
が
帰
京
す

る
の
で

「
け
ふ
こ
の
狂
寄

の
か
す

く

を

こ
た

み
京

へ
な

ん
の
ほ
り
給
ふ
ぬ
さ
し
に
も
と
」
し

て
、

三
郎
助

の
指

頭
画
を
ほ
め
る
歌
と
、
他

に
夏
神
砥
と

い
う
題

で
三
囲

の
杜

に

お

い
て
詠

ん
だ
と
し
て

い
る
。

つ
ま
り
三
井
長
年

の
送
別
会
を

三
囲
稲
荷

で
行
な

っ
た
わ
け
で
、

二
二
名
が
参

加
し
て

い
る
。
人
名
は
次

の
通

り

で
あ
る
。

(951
)

㈲
賀
邸

は

「
漢
文
学
者
総
覧
」

に

「内
山
椿
軒
、
名
淳
時
、
通
称
伝
蔵
、
字
文
卿
、
号
椿
軒
、
賀
邸
」

で
幕
府
儒
臣
と
あ
る
。
明
和
丙
戌
新

(㎜
)

鏑
、
南
畝
先
生
編

「
明
詩
擢
材
」

に
同
年

三
月
に
縢
淳
時
序
が
あ
り
、
蓋
峯
中
神
守
孝
撰
践
に
は
南
畝
が

一
五
歳

の
時
か
ら
内
山
に
教
授
を
う

け
た
と
し
て

い
る
。
(
161
)

オ
キ

・

㈹
置
来

は

「
奴
凧
」

に

「若
葉
集
序
は
内
山
先
生

の
長
子

の
隠
名

に
し
て
、
置
来
と
あ
り
、
実

は
先
生

の
文
也
」
と
あ
る
。
置
来
は
賀
邸

の

長
子

で
あ
る
。

(避
)

㈲
古
瀬
勝
雄
は

「
判
取
帳
」

に

「松
本
亀

三
郎
、
名
保
固
、
字
伯
厚
、
画
名
花
朗
斎

三
甫
、
住

四
谷
忍
町
台
」

と
あ
り
、
「方
角
分
」

に
は

(
鵬
)

「
画
家
、
書
家
、
狂
歌
師
、
勝
雄
、
古
瀬
、
画
名
花
朗
斎
三
甫
、
伊
賀
町
、
松
本
半
左

工
門
」
と
あ
る
。

「判
取
帳
筆
者
小
伝
」

に
は
田
安
臣
と

あ

る
。
天
明
元
年

「袖
玉
武
鑑
」

の
田
安
附
衆

に
は
み
え
な

い
。

(
1
)

㈹
秦

玖
呂
面
は

「
方
角
分
」

に

「
狂
歌
師
、
玖
呂
面
、
畑
、
秦
と
ト

モ
、
弥
左

工
門
町
、
和
泉
屋
ト

モ
、
豊
田
屋
茂
兵
衛
」
と
あ
る
。

(鵬
)

㈲
も

の
こ
と
明
輔
は

「方
角
分
」
に

「
狂
歌
師
、
誹
譜
師
、
画
家
、
金
涛
、
初

号
銭

屋
、

(号
)
槍
洲
櫻

、
物
事
明
輔

『朱
』
、

(前
)
外

二
町

(
1

)

目
、
両
替
屋

『朱
』
、
大
坂
屋
甚
兵
衛
」

と
あ
り
、

三
村
竹
清

「
夷
曲
同
好
続

編
筆
・者
小
伝
」

(以
下

「小
伝
」
と
略
記
す
る
)
に
は
馬
場
氏
、

日
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頭
庵
、
里
羽
二
亭
と
号
す
、
通
称
馬
場
甚
兵
衛
、
数
寄
屋
橋
外

に
住
す
と
あ
る
。

(
1
)

㈲
さ
ん
き
あ
り
ま
さ
は

「
方
角

分
」

に

「
狂
歌
師
、
誹
譜
師

、
詩
人
、
有
正
、
算
木
、
俳
名

三
朝
、
弥
左
衛
門
町
、
肴
屋
三
河
屋
、
細
井
長

助
」
と
あ

る
。

(
861

)

㈱
草

屋
師
鰺
は

「
方
角
分
」
に

「
狂
歌
師
、
誹
譜
師
、
戯
作
者
、
実
副
、
俳
名
李
朝
、
桜
寧

居
、
初
草
屋
諸
鰺
、
長
助
弟
同
居
、
細
井
八
郎

治
」
と
あ
る
。

(
961
)

七

「

朱

」

圃
智
恵

の
な

い
し
は

「
方
角
分
」

に

「
狂
歌
師
、
内
子
、
知
恵
、
本
阿
弥
妻
、
飯
倉

(町
)
四

ツ
辻
小
川
平

(吉
)
内
、
無
名
尼
」
と
あ
り
、
湯

屋

の
妻

で
あ

る
。

(
071
)

(
m
)

㈲
か
ら
衣
橘
洲
は

「
奴

凧
」

に

「
源
之
助
と
称

す
、
田
安
府

の
小
十
人
也
」

と
あ
り
、
「
方

角
分
」

に
は

「書

家
、
狂
歌
師
、
本
歌
師
、
橘

(271

)

洲
、
唐

衣
、
酔
竹
園
、

[御
箪
笥
町
]
、

(
ヲ
タ
ン
ス
町
)
、
小
鳥

源
之
助
」
と
あ

る
。
「
小
伝
」
に
は

「
名
恭
従
、

一
名
隆
之
、
字
子
興
、
後
改

名

謙
之
、
字
温
之
、
称
源
之
助
、
号
酔
竹
庵
、
無
碍
館
、
狂
名
初
称
橘
実

副
」
「
明

和
三
年
家
督
小
普
請
組
、
明
和

六
年
為
田
安
小
十
人
給

十
七

石
三
人

口
、
寛
政

二
年
給

二
十
石
三

口
領
金

五
両
、
寛
政

八
年
致
仕
」
と
あ

る
。

(
371
)

あ

め
ん
ぼ
う

圃
蛙
面
坊

は

「
方
角

分
」

に

「
狂
歌
師
、
懸
水
、
蛙
面
坊
、
火
之
番
町
、
医
師
、
深
津
意
安
」
と
あ

る
。

(471

)

㈲
は
ま

へ
の
黒
人
は
、
「
判
取
帳
」

に

「
三
河
屋
半

兵
衛
、
住
本
芝

二
丁
目
」
と
あ
り
、

「方
角
分
」
に
は

「
狂
歌
師
、
黒
人
、
先
浜
辺
、
田

町
三
丁
目
、
書
林
、

三
河
屋
半
兵
衛
」

と
あ

り

「
狂
歌
知

足
振
」

(慶
鷹
義
塾
図
書
館
蔵
、
野
崎
左
文
写
本
)
に
あ
る
野
崎
氏
に
よ

る
と
思
わ
れ

る

(
571
)

略
伝

(以
下

「略
伝
」
と
略
記
す
る
)

に
は
姓
斯
波
氏
、
名

は
孟
雅
、
字

は
子
頒
、
本
芝

三
丁
目

の
書
騨
と
あ

る
。

「
万
載
狂
歌
集
」

に
九
首
あ

る
。岡

十

二
栗
圃
㈱
藪

の
内

の

つ
は
き

は

「万
載
狂
歌
集
」

に
各

一
首
あ
り
、
㈹
以
勢
た
ら
う
㈲
め
う

が

の
あ
ら
せ
⑤①

ぬ
け
う
ら

の
近
道
㈱

野
見

直
寝

の
六
名

は
不
明

で
あ
る
。

つ
ぎ

に
ω
四
方
赤
良
②
軽
少
納
言
㈲
平
秩
東
作
㈱

一
文
字
白

根
63

元
木
網

は
前
記

の
通
り

で
あ
る
。
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以

上

の

二

二
人

は
勘

定

組

頭

一
、
御

徒

】
、
用

人

一
、
幕

府

儒

臣
と

家

族

二
、

田
安

家

中

二
、

両
替

屋

一
、
煙

草

屋

}
、
湯

屋

二
、
肴

屋

二
、

書

騨

一
、
医

師

一
、

町

人

(職
不
明
)

一
、

不
明

六

で
あ

り

、

「
三
春
行

楽

記
」

の
場

合

と

は
相

当

異

な

っ
て

い
る
。

「
同

日
社

頭

奉
納

狂

歌

」

は

一
九

人

が
参

加

し

、
次

の
通

り

で
あ

る
。

(
671

)

働
鹿
津
部
真
顔

は

「
方
角
分
」

に

「
画
家
、
本
歌
師
、
狂
歌
師
、
戯
作
者
、
誹
譜
師
、
学
者
国
、
真
顔
、
誹
譜
歌
場

、
四
方
歌
垣

(号
)
、
狂

(
瑠
)

歌
堂
、
初

(号
)
鹿
都
部
真
顔

『朱
』
、
河
岸
、
北
川
嘉
兵
衛
」
と
あ
り
、
「
小
伝
」

に
は

「為
数
寄
屋
河
岸
家
守
、
傍
篶
汁
粉
餅
為
業
」
と
あ

る
。

(871

)

〔腐
〕

㈹

野
原
雲
輔

は

「
方
角
分
」
に

「
狂
歌
師
、
定
丸
、
紀
、
初
号
野
原
雲
輔
、
豆
府
屋
敷
、
吉
見
儀
助

(侯
)
」
と
あ
り
、
文
化
元
年

三
月
付
、

(971

)

柳
生
主
膳

正
他

四
人
宛
、
支
配
勘
定
大

田
直
次
郎

「親
類
書
」

に
は

「姉
、

元
清
水
地
方
改
役
、
吉
見
左

右
後
家
」

「
甥
、
清
水
市
岡
丹
後
守

(
081
)

支
配
小
普
請
世
話
役

私
姉
智
吉
見
左
右

死
、
惣
領

吉
見
儀
助
」
と
あ
る
。
根
岸
衛
奮
編

「柳
営
補
任
」
に
は
文
政
四
年
八
月
六
日
評
定

留
役
、
天
保

(年
月
不
詳
)
五
拾
俵
三
人
扶
持
加
増
、
同

一
二
年
六
月
二
日
辞
と
あ
る
。

ω
四
方
赤
良
②
軽
少
納
言
㈲

へ
つ
・
東
作
の
あ
け
ら
菅
江
㈱

一
文
字
白
根
㈲
も
と
の
木
阿
弥
㈲
古
せ
の
勝
雄
㈲
秦
玖
呂
面
09
物
事
の
明
輔
㈹

算
木
有
政
㈹
く
さ
や
の
師
鰺
圃
智
恵
内
子
圃
橘
洲
㈹
十
二
栗
圃
㈱
藪
中
椿
⑲①
ぬ
け
う
ら
の
近
道
働
野
見
直
寝
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
。

「壬
寅
四
月
廿
日
三
囲
稲
荷
団
扇
合
図
」
に
は
二
五
人
が
参
加
し
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
181
)

(治
)

(醜

)

團

川
井
物
梁

は

「
方
角

分
」

に

「
狂
歌
師
、
詩
人
、
物
簗
、
前
、
河
井
、
初
代

『朱
』
、
新
肴

町
、
弓
師
勘

三
郎
」
と
あ
り
、
「
略
伝
」

に
は

姓

河
合
氏
、
名
正
毅
、
号
秋
長
堂
、
中
橋
家

の
臣
と
あ
る
。

(
381
)

鱒
畠
畔
道
は

「
方
角
分
」

に

「
狂
歌
師
、
畔
道
、
畑
、
弥
左

工
門
町
、
支
屋
伝
右
衛
門
」
と
あ

る
。

(1

)

〔分
〕

⑯
小
鍋

み
そ
う
つ

は

「方
角
分
」
に

「
狂
歌
師
、

み
そ
ら

つ
小
鍋
、

(号
)
鶴
橋
亭
、
三
方
坂
稲
荷
、

一
乗
院
別
当
」
と
あ

る
。

働
本
屋
安
う
り

は
不
明
で
あ
る
。

ω

四
方
赤
良
②
軽
少
な
ご
ん
㈲
地

口
有
武
㈲

へ
つ

・
東
作
ω
あ
け
ら
菅
江
㈱

一
文
字
白
根
㈲
も
と

の
木
あ

み
伽
古
せ
勝
雄
㈱
秦
玖
呂
面
㈲
物

事

ノ
明
輔
㈱
算
木
有
政
㈱
く

さ
や
の
師
鰺
㈹
ち
ゑ

の
内
子
㈱
蛙
面
坊
㈲
浜
辺
黒
人
岡
十

二
栗
圃
圃
め
う

が
の
あ

ら
せ
⑧Φ
ぬ
け
う
ら
近
道
⑳
野
見



直
寝
働

し
か

つ
べ
の
真
顔
鯛
野
原
雲
輔

は
前
記

の
通
り
で
あ

る
。

従

っ
て
四
月
二
〇
日
の
参
加
者
全
員

に

つ
い
て
み
る
と
、
前
記

「
詠
指
頭
画
狂
歌
井
序
」

の
参
加
者

に
清
水
家
中
又
は
小
普
請

一
、
中
橋
家

弓
師

一
、
汁
粉
屋

一
、
僧
侶

一
を
加
え
た
も

の
で
、
全
体

の
構
成
に
変
化
は
な

い
。
濱

田
氏
は
唐
衣
橘
洲

の
系
統

が
七
割
以
上
と
し
て

「
こ

の

催
し
が
橘
洲
ら
中
心

の
も

の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
し
て
橘
洲
が
門
人

の
組
織
づ
く
り
を
意
図
し

て
い
る
こ
と
も
窺
え

る
」
と
し
て

(
1

)

い
る
。

つ
ま
り

土
山
宗
次
郎
、

三
井
長
年
は
南
畝

以
外

の
グ
ル
ー
プ
と
も
交
流

が
あ

る
と

い
え

る
と
共

に
、
「
三
春
行
楽

記
」

の
世
界
は

一
般

の
狂
歌
界
と
も
若

干
異
な

る
面
を
持

っ
て
い
る
だ

ろ
う

。

四

判
取
帳
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南
畝

の
交
友
関
係
を

み
る
た
め

「
蜀
山
人
判
取
帳
」

の
人
名
に

つ
い
て
考
え

た

い
。
濱
田
氏

は

一
六
三
項
に
整

理
し

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

一
五
五
人

の
人
名

に

つ
い
て
で
あ
る
。

O

「
寛
政
譜
」

に
よ
り
確
認
出
来
る
者
及
び
そ
の
関
連
者

は
次

の
通
り

で
あ
る
。

(681
)

鯛
鴨
青

羽
主

は

「
判
取
帳
」

に

「
西
井
安
太
郎

、
住

」

と
あ

る
。
「
寛

政
譜
」

に
は
英
漿

で
安
太
郎
、
天
明
六
年

一
二
月
二
七

日
遺
跡
を

継
ぎ
、
後
富
士
見
御
宝
蔵
番
、
寛
政
九
年

一
二
月
二
八
日
御
勘
定
、
庫
米
百
俵

で
あ

る
。

(
781
)

働
雲
楽

は

「
判
取
帳
」

に

「
朝
倉
源
之
介
、
住
牛
込
逢
坂
」
と
あ
り
、

「方
角
分
」
に
は

「
狂
歌
師

、
雲
楽
斎
、
逢
坂
朝
倉
弟
、
神
保
小
路
、

(
1

)

長
坂
忠

七
郎
」

と
あ

る
。

「
寛
政
譜
」

に
は
長
坂
高
景

で
源
之
助
、
忠
七
郎

、
実

は
朝
倉
甚
十
郎
景
保

五
男

で
高
美

の
養
子
と
な

る
。
天
明
八

年

六
月
四
日
遺
跡
を
継
ぎ
庫
米
百

五
十
俵
、
同

一
一
月
二
九
日
御
書
院
番
、
同
年

一
二
月

一
〇
日
西
城
に
候
す
る
と
あ

る
。
朝
倉
景
保

は
知
行

(891
)

千

石

で
あ

る
。

㈲
志
水
燕
水
は

「
判
取
帳
」
に

「鈴
木
庄
之
勲

住
根
津
」
と
あ
似

「寛
塾

」
に
は
鈴
木
響

で
一斐

五
年
九
月
四
日
遺
跡
を
継
藁
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米
百

五
十
表
、
延
享
三
年
五
月
二
五
日
西
城
表
御
右
筆
、
寛
延
元
年
九
月
三
日
務
を
辞
し
、
天
明
六
年

四
月

八
日
致
仕
、
同
年
八
月

二

一
日
残

で
あ

る
。

)

(191
)

㎝
福
隣
堂
湖
鯉
鮒
は

「
判
取
帳
」

に

「
大
久
保
、
住
山
伏
町
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
湖
鯉
鮒
、

(号
)
便

々
館
、
山
伏
町
、

(
291

)

大
久
保
正
兵
衛
」
と

あ
る
。
「
寛
政
譜
」

に
は
正
武

で
、
豊
三
郎
、
正
兵
衛
、
実
は
大
岡
甚
太
郎
助
サ

ニ
男

で
、
安
永

三
年

八
月
七
日
家
を
継

ぎ
魔
米
百
五
十
俵
、
同
七
年
三
月
六

日
西
城
小
十
人
と
あ

る
。

⑰
森
羅
万
象
亭
は

「判
取
帳
」
に

「森
島
万
薦

称
竹
杖
為
軽

初
・萎

二老
へ

号
万
象
亭
」
と
あ
似

芳

魏

L
に
は

「戯
作
煮

狂
歌
師
、
学
者
国
、
鳳
来
山
人
、

二
世
天
竺
老
人
、
初
号
竹
杖
為
軽
、

(号
)
万
象
亭
、

(御
)
門
跡
脇
桂
川
甫
周
弟

、

(名
)
甫
斎
、
森
嶋
仲
良
」

(
悩
)

と
あ

る
。
「
寛
政
譜
」

に
は
桂

川
国
訓

の
二
男

で
虞
臣
、
友

吉
、
中
良
、
甫
斎

と
あ

る
。
な
お
長
男

の
国
端

(甫
周
)
は
奥
医

で
庫
米

二
百
俵

で
あ

る
。

㈹
西
谷
酔
客
は

「
判
取
帳
」

に

「
万
庵
、
住
三
斎
小
路
」
と
あ

る
。
「
御
府
内
沿
革

図
書
」

の
三
斎
小
路
に
は
㈹
青
木
氏

の
他
に
富

田
祐

三

郎
、
山
高
八
左

工
門
、
堀
甚
五
兵

工
、
松
平
丹
波
守
、
遠
山
金

四
郎
、
下
曽
根
源
六
郎
、
石
野
筑
前
守
、
加
藤
佐
渡
守

が
あ
る

の
で
、
こ

の
内

の
誰

か
で
あ

ろ
う
。
不
明
で
あ

る
。

㈲
流
霞
女
㈲
山
手
白

人
㈹
源
孝
縁
㈲
峯
松
風
㈹
坂
上
竹
藪
㈹
よ
み
人
し
れ
た
は
前
記

の
通
り

で
あ

る
。

以
上

一
二
人

の
内
訳
は
評
定
所
留
役
、
小
普
請
、
家
督
相
続
前
が
各

二
で
あ
り
、
御
書
院
番
、
西
城
小
十
人
、
旗
本
四
男
、
医
官
弟
、
不
明
、

御
勘
定
組
頭
妾

が
各

一
で
あ

る
。

O

「
寛
政
譜
」

に
み
え
ず
、
苗
字

の
み
で
屋
号

の
な

い
者
と
、
そ

の
関
連
と

思
わ
れ
る
者
は
次

の
通
り

で
あ

る
。

(1

)

)

(591
)

働

紀

の
み
ち

か

は

「
附

釈
名

」

に

「
井

玖

、
字

子

環

、

号

碧

海

、
称

呼

井
上

久
手

之
介

」

と

あ

り

、

「
方

角

分
」

に

は

「
狂

歌

師

、

学
者

、

(
791
)

躬
鹿

、
紀

ノ
、
御
徒
町
、
當
時
評
定
所
、
井
上
作
左
衛
門
」
と
あ
る
。
濱

田
氏

に
よ
る
と
南
畝
と
同
じ
神

尾
市
左
衛
門
組

の
御

徒
で
、
「
藩
翰

(891
)

(
珊
)

譜
始
末
」
に
よ
る
と
寛
政
八
年
に
藩
翰
譜
続
編
清
書
筆
者
と
し
て
出
役
し
て
い
る
。
「文
化
武
鑑
役
職
編
」
須
原
屋
板
、
文
化
九
年
巻
之
三
に
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(㎜
)

は
御

評
定
所
御
留

守
居

(御
勘
定
奉
行
支
配
)
百
俵
高

と
あ

り
、

「
同
上
」
文
化

一
一
年

巻
之
三
に
は
評
定
所
留
役
御
勘
定
支

配

(同
上
)
百

五

十
俵
高
、
御
役
料
廿
人
扶
持
と
あ

る
。

㈹
二
歩
只
取
は

「方
魚
分遡
」
に

「狂
歌
唖

学
煮

・
ハ取

二
塞

・
袈

屋
鎖

鈴
木
差

衛
門
」
と
あ
咳

濱
罠

は
鈴
木
文

(婆

(
022

)

号
椿
亭
)
で
神
尾
市
左
衛
門
組

の
御
徒
と
し

て
い
る
。

⑯
免
独
斎
は

「判
取
帳
」
に

「和
泉
殿
瘤

酒
井
対
馬
守
組
池
田
頼
母
」
と
あ
る
・
酒
井
対
馬
守
は

「齪

響

に
は
巾
心美
で
・
天
明
元
年

五
月
二
四
日
御
書
院
番
頭
、
同
六
年

一
〇
月
二

一
日
大
番
頭

で
あ
る
。

㈲
日
影
土
竜
は

「判
取
帳
」
に

扁

原
丈
右
衛
門

住
大
久
保
百
人
町
L
と
あ
似

「方
第

」
は

「狂
歌
唖

土
晦

日
髪

百
人
町

(2

)

榊
原
丈
右
衛
門
」
と
し

て
い
る
。
大
和
郡
山
藩

二
代
藩
主
柳
沢
信
鴻

「
松
鶴

日
記
」
巻
四
、
天
明
七
年

三
月
朔
日

の
條

に
日
蔭
葎
榊
原
条
衛

門

が

み
え

、
巻
六
、
同
年
九

月

一
二
日

の
条
に

「
同

(与
力
)
同
心
榊
原
丈
衛
門
」
と
あ

る
。

鮒
加
陪
仲
塗
は

「方
舞

」
に
は

「狂
歌
晦

仲
塗

加
倍

丹
後
璽

杢

更

河
嬰

右
衛
門
」
と
あ
る
・
天
璽
兀
年

須
原
屋
板

(
η
)

(
802
)

「
袖
玉
武
鑑
」

の
御
作
事
御

大
工
頭
に
は
み
え

な

い
が
、
同
六
年

に
は

「
二
百
表
高
、
御

ふ
ち

二
十
人
ふ
ち

つ

・
」

で

「
赤
さ
か
た
ん
こ
坂

、

河

田
安
右
衛
門
」
と
あ

る
。

　⑬
蘭
凌

は

「
判
取
帳
」

に

「住
大
草
屋
敷
」
と
あ

る
。

ウ価
片
目
あ
き
ら
は

「
判
取
帳
」

に

「
梅
忠
梶
右
衛
門
、
住
市
谷

田
町
」
と
あ
る
。

ω
阿
胡
垣
金
は

「判
取
帳
」

に

「
山
内
助

二
郎

、
住
市
谷
火
之
番
町
」
と
あ
る
。

ω

い
つ
も
の
早
秋
は

「
判
取
帳
」

に

「
高
嶺

元
二
郎
、
住
青
山
百
人
町
」
と
あ

る
。

㈹
河
部
鷲
は

「
判
取
帳
」

に

「
舟
橋
幸
左
衛
門
、
住
牛
込
松
枝
町
」
と
あ

る
。

ω
成
笑
は

「方
舞

」
に

「狂
歌
唖

成
笑

票

中
ノ
町

八
木
岡
政
七
」
と
あ
る
・

㈲
天
地
萎

は

「判
取
帳
」
に

「道
役
清
水
亀
五
郎

住
本
所

一
ツ
旦

と
あ
咳

「

(脚
)

方
角
分
」
に
は

「狂
歌
噸

玄
茸

天
項

御
船
蔵



52

前
、
清
水
亀
五
郎
」

と
あ
る
。

Φ⑤
き

の
ま

・
な
り
は

「
判
取
帳
」

に

「
高
部
久
右
衛
門
、
住
洲
崎
」
と
あ
る
。

)

(1工2
)

面
勘
定
疎
人
は

「
判
取
帳
」

に

「花
崎
平
蔵
、
住
深
川
土
橋
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
疎
人
、
勘
定
、
土
橋
、
花
嶋
平
蔵
」

と
あ

る
。

　螂
東
菊
麿
ー

牛

門
ー

は

「
判
取
帳
」

に

「
高
田
高
木
善
左
衛
門
、
住
牛
込
御

門
内
」
と
あ

る
。

ウ⑬
大
枝
蘭
雨
は

「
判
取
帳
」

に

「
大
枝
吉
右
衛

門
養
女
、
住
大
草
屋
敷
」
と
あ

る
。

ウ脚
菊
賀

は

「
判
取
帳
」
に

「
平
井
直
右
衛
門
娘
簑
女
」
と
あ
る
。

の
朱
楽
菅
江
㈹
銀
杏
満
門
は
前
記

の
通
り

で
あ

る
。

)

(212
)

(㎜
)

一
作
童

部
友
竹
」

と
あ

る
。
従

っ
て

「方
角
分
」

の

「
狂
歌
師
、
友

伽
笑
陪
友
竹
は

「
小
伝
」

に

「
山
下
久
雪
、
住
四
谷
坂
下
、
称
久
意

、

竹

、
笑
竹
、
坂
下

[小
十
人
]
、
御
坊
主
久
意
、
山
本
久

雪
」

に
当

る
。

こ
の
箇
所

に
入
れ
る
か
問
題
が
あ

る
が
そ
の
点

は
後
考
に
ま
ち
た

い
。

こ

の
二
〇
人
は
判
然
と
し
な

い
が
、
御
先
手
与
力

一
、
与
力
同
心

↓
、
御
徒

二
、
道
役

一
、
大

工
頭
と
推
測
さ
れ
る
者

一
、
御
坊
主

一
、
御

家
人
と
推
測
さ
れ
る
者
九
、
御
家
人
家
族
と
推
測
さ
れ
る
者
二
、
御
家

人
か
町
人
か
不
明

の
者
二
と
な
り
、
大
部
分
は
御
家
人
で
あ

る
と
思
う
。

日
田
安
藩
関
係
者
は
次

の
通
り

で
あ
る
。
な
お
天
明
二
年

「武
鑑
」

の
田
安
中
納
言
御
附
衆

の
処

に
は
全
員
見
当
ら
な

い
。

)

(412
)

脚
山
道
高
彦

は

「
判
取
帳
」

に

「
山

口
彦

三
郎
、
住
小
石
川
牛

天
神
下

田
安
藩
」

と
あ

り
、
「方
角
分
」
に
は

「狂
歌
師
、
高
彦
、
山
道
、

(号
)
馬
蘭
亭
、
水
道
端
天
神
下
、
山

口
彦
三
郎
」
と
あ

る
。

(
獅
)

　螂
ど

ぶ
塵

の
馬
蹄

は

「
方
角
分
」

に

「狂

歌
師
、
馬
蹄
、
南
寺
町
左
門
丁
、
元
市

ヶ
谷
加
賀
屋
敷
、
上
野
山

六
郎
右

工
門
」

と
あ
り
、

「
小

(
612

)
伝
」

は
飛
塵
馬
蹄

と
し
て
田
安
家
臣
と
し
て

い
る
。

　働
ぬ

い
女

は

「
判
取
帳
」

に

「
同
人

(星
野
瀬
兵
衛
)
妻
」

と
あ

る
。

　価
星

氏
女
兼

は

「
判
取
帳
」

に

「
星
野
瀬
兵
衛
娘
」
と
あ

る
。
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(
712
)

㈲
文
竿
㈹
ふ

る
せ

の
勝
雄
㈱

か
ら
衣
橘
洲

は
前
記

の
通
り

で
あ
り
、

「
判
取
帳
筆
者
小
伝
」

は
㈹
を

「
田
安
世
臣
」
と

し
て
い
る
。

以
上
七
人

の
内

で
星
野
瀬
兵
衛
と
そ

の
家
族
と

の
交
遊
が
注
目
さ
れ
る
。

⑳
旗
本

の
臣
、
及
び
、
と
推
測

さ
れ
る
者

は
次

の
通
り

で
あ
る
。

⑳
子
子
孫
彦
は

「判
取
帳
」
に

「村
岡
孫
右
衛
門

住
小
河
町
広
小
跨

佐
久
間
六
左
衛
門
臣
」
と
萱

「方
魚
艇
」
に
は

「狂
歌
頗

孫
彦

子
々
・
広
小
路
佐
久
間
塵

・
村
岡
孫
右
工
門
」
と
あ
る
・
佐
久
間
は

「寛
熟

」
に
よ
る
と
孝
由
で
・
修
理
・
六
左
衛
門

案

元

年

一
一
月
七

日
遺
跡
を
継
ぎ
五
百

石
、
同
元
年

一
二
月
二
七
日
御
書
院
番
、
同
二
年

一
二
月
二
七

日
番
を
辞
し
、
天
明
七
年

一
二
月

　
○
日
致

仕
、
寛
政

三
年
七
月

二
八

日
殻
で
あ

る
。

㈱

一
文
字
白
根
は
前
記

の
通
り

で
あ

る
。

つ
ぎ

に
適
当
な
箇
所

で
は
な

い
が
、

「寛

政
譜
」

に
は
み
え

な

い
者

に
仕
え

て

い
る
次

の
者

が
あ

る
Q　吻

紫
ゆ
か
り

は

「
判
取
帳
」

に

「
萩
原
藤
十
郎
、
仕
曽
根
源
八
家
、
住
小
川
町
」
と
あ
る
。

㈲
藩
関
係
者

は
次

の
通
り

で
あ
る
。

α⑧
星
屋
光
次
は

「判
取
帳
」
に

「山
・
治
部
莇

住
小
石
川
金
杉
高
松
侯
藩
」
と
あ
咳

「方
射

」
に

「狂
歌
師

光
塗

星
星

　　
ロ

(讃

州
公
)
藩

、

山

口

(治
)
郎

右

衛

門
」

と

あ

る
。

〔響

屋
厩
輔
は

「判
取
帳
」
に

「山
。
長
兵
衛

住
小
石
川
金
杉
高
松
侯
藩
」
と
萱

「方
魚
爬
」
に
は

「狂
驚

轟

塵

　　
　
ロ

(讃

州

公
)
藩

、

山

口
隼

人
」

と

あ

る
。

)

(222
)

働

ふ

し
藁

中

貫

は

「判

取
帳

」

に

「
吉

田

十

五

郎

、
住

小

石

川
金

杉

高
松

侯

藩
」

と
あ

り

、

「
方

角

分

」

に

は

「
狂

歌

師

、

伸

貫
、

節

藁

、

　　　
　

号
六
蔵
、

(讃
州
)
藩
、
吉

田
庫
兵
衛
」

と
あ

る
。

　⑬
沢
辺
ほ
た
る
は

「
判
取
帳
」

に

「信
沢
重
二
郎
、
住
小
河
町
高
松
侯
中
邸
」

と
あ

る
。

ー

(端
)

鯉

小
川

町
す

み
は

「
判
取
帳
」

に

「
大
高
仁
助
、

住
小

石
河
高

松
侯
中

邸
」

と
あ
り
、

「方

角
分
」

に
は

「
狂

歌
師
、
町
住
、
小
川
、
同
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ロ

(讃
州
公
)
藩

、
大

高

仁
助

」

と

あ

る

。

㈹
久
須
根
兼
満
は

「判
取
帳
」
に

「佐
立
和
二
郎

住
高
松
侯
中
邸
」
と
あ
喰

「方
魏

」
に
は

「狂
歌
師

藩

久
寿
梶

(難

公
)
藩

、
佐

立
和

十
郎

」

と

あ

る

。

)

(泌
)

⑬

門

限

面
倒

は

「
判

取

帳
」

に

「高

橋

徳

八
」

と
あ

り

、

「方

角

分

」

に

は

「
狂

歌
師

、

面

倒

、

門

限
、

浜

町
、

秋

元

(但

馬

公
)
藩

、

高

橋

(
6
)

徳
八
」
と
あ
る
。
秋
元
は

「
寛
政
譜
」

に
よ
る
と
山
形
藩
主

で
あ

る
。

)

(脚
)

⑬
糟
句
斎
余

丹
坊

は

「
判
取
帳
」

に

「
狩
野
涼

眠
、
住
餌
指

町
、
水
藩
画
工
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
画
家
、
余
旦
坊
、

　

ロ

狩
野
名
養
信
、

(号
)
糟
句
斎

、
富
坊
中
餌
指
町
、
水

(府
公
)
藩
、
池
田
涼

(眠
)
」

と
あ

る
。

　鰯
芝

全
交
は

「判

取
帳
」

に

「
山
本
藤

十
郎

、
住

西
久

保
神
谷
町
、
水
藩

能
役

者
」

と
あ
り
、
曲
亭
馬

琴
著

「
近
世
物
之
本

江
戸
作
者

部

(
㎜
)

類
」

は
赤
本
作
者

で
能
楽

の
狂
言
師
と
し
て

い
る
。

以
上
、
高
松
藩

六
、
山
形
藩

一
、
水
戸
藩

二
、
計
九

で
あ
る
。
水
戸
藩

は
他

の
項
に
入
れ
る

べ
き
か
も

し
れ
な

い
。

㈹
医
者

は
次

の
四
人

で
あ
る
。

征め
何
多
良
方
士

は

「
判
取
帳
」

に

「松

田
魏
伯
、
住
妻
恋
、
医
者
」

と
あ

る
。

　螂
風
流

の
名
無

は

「
判
取
帳
」

に

「
栗
原
猶
賢
、
名
常
安
、
字
子
中
、
号
文
平
、
姓
多
賀
谷
、
変
姓
名
為
医
、
住
京
橋
水
谷
町
、
予
受
読
師

也
」
と
あ

る
。

　㈱
船

頭
雑
掌
は

「
判
取
帳
」

に

「
大
西
南
甫
、
住
伝
通
院
前
、
医
者
」
と
あ

る
。

㈹
も
ち
月
の
あ
き
よ
し
は

「

(謝
)

方
角
分
」
に

「狂
歌
唖

秋
士
只

望
尺

二
町
貝

葦

駿
河
屋
伊
右
工
門
」
と
あ
縦

「徳

」
は

「字

意
甫
、
住
麹
町
、
業
医
」
と
し
て

い
る
。
次
項
が
適
当
か
も
し
れ
な

い
。

㈹
演
劇
、
妓
縷
、
茶
屋
関
係
は
次

の

一
三
人

で
あ
る
。

(1

)

　個
唐

来
参

和
は

「方
角
分
」
に

「
狂
歌
師

、
戯
作
者
、
三
和
、
唐
来
、

(又
号
)
伊
豆
亭
、
松
井
町
、
大
和
屋
源
蔵
」
と
あ
り
、
「
近
世
物
之
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(
蹴
)

本
江
戸
作
者
部
類
」
は
、
初
め
高
家
衆
某
家
臣
だ
が
天
明
年
中
私
案
子
茶
屋
和
泉
屋
の
婿
養
子
に
な
り
相
続
、
和
泉
屋
源
蔵
と
称
し
赤
本
、
洒

(蹴
)

落
本
作
者
と
あ

る
。
「
小
伝
」

は

「
有
故
士
籍
為
蔦
屋
義
弟
、
嗣
本
所
松
井
町
妓
館
加
藤
氏
」
と
あ

る
。

響

川
升
蔵
は

「方
窮

」
に

「狂
歌
頗

息
人
通
小
稼

市
川
舛
蔵
」
と
あ
る
・
「判
取
帳
薯

徳

」
は

「
『量
畢

狂
名
通
小
慧

人
、
歌
舞
妓
役
者
』
。
五
代

団
十
郎
弟

子
、
改
三
代
目
雷
蔵
」
と

し
て
い
る
。

㈹
森

田
頭
取
岸

田
東
太
郎
は
森

田
座
頭
取

で
あ

る
。

働
梅
旭
は

「方
第

」
に

「狂
歌
頗

嬢

(梅
旭
女
)
・
堺
町
茶
艮

馨

い
・
市
川
白
箋

父
市
搬

虹
(女
)
『朱
』
」
と
あ
る
・
「判
取

(7

)

帳
筆

者
小
伝
」

は
五
代
市
川
団
十
郎

の
女
、
芝

居
茶
屋
和
泉
屋
主
婦
と

し
て

い
る
。

(
8
)

　鰯
歌
舞
伎

の
工
は

「
判
取
帳
」

に

「
中
村
重

助
、
狂
言
作
者
、
住

へ
つ
つ
い
河
岸
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
内
匠
、
故

一
、

歌
舞
伎
、
中
村
重
助
」
と
あ

る
。

　

　　　ロ

　

　

　螂
き
ね
屋
仙
は

「
判
取
帳
」

に

「
仙
杵
屋
佐
源
次
女
、
住
米
沢
町
」
と
あ
る
。

①の
あ
ふ
さ
か
や
か
ね
は

「判
取
帳
」
に

「大
坂
塁

住
薬
研
堀
」
と
あ
る
・
な
お

「方
集

」
に

「書
家

萎

卑

八
+
喝

八
+
嶋

兼
」
が
あ
る
が
確
認
し
て

い
な

い
。

㈹
松
屋
て
つ
女
は

「判
取
帳
」
に

「住
上
野
広
小
路
」
で
・
「

(㎜
)

方
角
分
」
に

「狂
歌
師

て
妥

松
辱

寺
町
本
屋
卯
兵
衛
娃

元
上
野

広
小
路
茶

(屋
)
娘
、
松
屋
て

つ
」
と
あ

る
。

㈹
妹
さ

の
女

は
⑯
松
屋
て

つ
妹
か
。

(聰
)

　㈹
家
橘
は

「
判
取
帳
」

に

「
市
川

羽
左
衛
門
、
葺

屋
町
、
歌
舞
伎
大
夫

元
」
と
あ
り
、

「方
角
分
」
に
は

「
狂
歌
師
、
元
家
、
吹
屋
丁
、
市

村
羽
左
衛
門
」

で
あ
る
。

働
は
な
道

つ
ら
ね
69
加
保
茶
元
成

は
前
記

の
通
り

で
あ
る
。

σ9
画
工
、
著
作
者
、
書
騨
関
係
者
は
次

の

一
〇
人
で
あ
る
。



56

㈹
身
軽
折
輔
は
山
東
京
伝
で
・
芳

魏

L
は

「戯
作
煮

狂
歌
師

浮
世
画

京
伝

銀
座
町

〒

貝

京
屋
伝
蔵
」
と
あ
る
・
「近
世
物

(
3
)

之
本
江
戸
作
者
部

類
」
は
銀
座

の
家
主
岩
瀬
伝
左
衛

門

(本
姓
灰
田
)
長
男
で
、
画
名

北
尾
政
演
、
赤
本
、
読
本
作
者
で
あ

る
。

㈹
つ
た
董

三
郎

狂
名
蔦
の
か
ら
丸
は

「方
魚
飛
」
に

「狂
歌
唖

唐
衆

蔑

通
り
油
町

書
埜

兀
吉
嘆

架

問
犀

蔦
屋
重
三

郎
」
と
あ

る
。

　幅
須
原
屋
宇
兵
衛

は

「
判
取
帳
」

に

「住
池
端

、
書
蜂
青
黎
閣
」
と
あ

る
。

)

(脇
)

(
642

)

鰍
釣
方
は

「方
角
分
」
に

「
狂
歌
師
、
鉤
方
、
普
栗
、
小

〔伝
馬
町
〕

三
丁

目
、
本
屋
清
吉
」
と
あ
り
、

「
判
取
帳
筆
者
小
伝
」

は

「
奈
良

屋
清
吉
、
漫

々
堂
と
号
す
」

と
あ

る
。

)

(742
)

価
奈
良
花
丸
は

「
判
取
帳
」

に

「
出
雲
寺
和
泉
縁

、
住

日
本
橋
南

一
町
目
」
と
あ
り

「
方
角

分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
花
丸

、
奈
良
、

一
町

目
、

出
雲
寺
和
泉
橡
」

と
あ

る
。
書
騨

で
あ
る
。

⑱

つ
た
麿
大
明
神
は

「判
取
帳
」
に

「画
毒

麿
」
で
・
「方
魚
騨
」
に

「画
家

歌
鷹

大
丸
新
導

北
川
市
太
郎
」
と
あ
る
・

　㈲
岐
作
者
歌
舞

太
良

は
不
明
で
あ

る
。

)

(9
)

幅
東
牛
斎
蘭
香

は
息
偶
館
軍
著

「
半
日
閑
話
」
巻

十
七

の

「契

二画

人
吉
田
蘭
香

一」

に
は

「壮
年
辞
・
仕
隠
二
林
扉

」

「
初
名
衛
守
、
剃
髪

日

蘭
香
、
日
東
牛
斎

、
晩
称

五
木
、
学
画
於
狩
野
玉
栄
、
復
為
栄
川
典
信
門
人
、
所
著
有
綺
麗
扇
六
巻
」
と
あ

る
。

　㈹
讐
鶴

は

「
判
取
帳
」

に

「吉

田
蘭
香

子
土
山
宗
角
」
と
あ
る
。

圃
黒
人
は
前
記

の
通
り

で
あ
る
。

σ0
屋
号

の
有

る
者
、
又

は
町
人
と
考
え

ら
れ

る
者

の
内

で
、
小
伝
馬
町
、
馬
喰
町
住

は
次

の
通
り

で
あ
る
。

(蹴
)

ウ㈹
宿

や
飯
盛
は

「
判
取
帳
」

に

「
糟
屋
七
兵
衛
、
住
小
伝
馬
町
三
丁
目
旅
籠
屋
」

と
あ

り
、

「方
角
分
」
は

「
狂
歌
師
、
学
者
国
、
飯
盛
、

(宿
屋
)

『朱
』
、

(号
)
六
樹

園
、

(又
)
五
老
、
霊
岸
嶋
中
村
梅
太
郎
内
、
石
川

五
郎
兵
衛
」
と
あ

る
。
飯
盛
は
石
川
雅
望

で
あ
り
、
公
事
宿
と

(
1

)

し
て
寛
政
三
年

に
処
罰
を
う
け

て
い
る
。
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)

(麗
)

個
な
ま
す

の
盛
方

は

「
判
取
帳
」

に

「
山
城
屋
弥
市
、
住
馬

喰
町
、
旅
籠
屋
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
盛
方
、
鱈
、
遠
藤

(
3
)

氏
、
馬

喰
町
、
秩
父
屋

ト

い
ふ
旅
籠
屋
、
山
城
屋
弥
市
」

で
あ

る
。

「
半
日
閑
話
」
巻

之
四
の

「
奈
万
須
盛
方

の
辞
世
」

は
馬
喰
町
京
屋
弥
市

と
あ
る
。

　鯉

う
じ
口
の
し
ま
り

は

「
判
取
帳
」

に

「
号
柳
和
、
住
小
伝

馬
町

二
丁
目
」
と
あ
る
。

(
謝
)

　㈹
ざ

こ
ね

は

「
判
取
帳
」

に

「
上
州
屋
忠

四
郎

、
住
馬
喰
町
三
丁

目
」
と
あ

る
。
「
判
取
帳
筆
者
小
伝
」

は
大
原
さ
こ
ね
と
し
て
い
る
。

)

(漏
)

韻
於

曽
礼
長
良

は

「
判
取
帳
」

に

「
幸
手
屋

二
郎
兵
衛
、
住

馬
喰

町
」
と
あ
り
、
「
方
角
分
」

に
は

「狂
歌
師
、
奈

賀
良
、

(於
)
保
曽
礼
、

元
馬
喰

町
宿
屋

(名
)
新
二
郎
、
幸
手
屋
治
郎
兵
衛
」
と
あ

る
。

　価
は
な
げ
長
人
は

「
判
取
帳
」
に

「
遠
州
屋
佐

助
、
住
小
伝
馬
丁

三
丁
目
」
と
あ
る
。

ー

(漏
)

(多
)

鰯
於

保
久

旅
人
は

「
判
取
帳
」

に

「
秩
父
屋
幾

八
、
住

馬
食

町
三
丁
目
」

で
、
「
方
角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
旅
人
、
於
保
久
、
馬
喰
町

三

丁
目
、
秩
父
屋
幾
八
、

(又

ハ
)
清
八
と
も
」
と
あ

る
。

㈹
守
人
は

「
判
取
帳
」

に

「
出

口
屋
鈴
木

又
右
衛
門
、
住
小
伝
馬

町
」
と
あ

る
。

(
7
)

小
伝
馬
町
、
馬
喰

町
に

つ
い
て
は

「
諸

問
屋
再
興
調

弐
」

に
あ

る
亥

(嘉
永
四
年
)

=

月
付
、
村
松
町
名

主
源
六

「
上
」

に
、
馬
喰
町

組

・
小
伝
馬
町
組
旅
人
宿
、
八
拾
弐
軒
組
百
姓
宿
、
三
拾
軒
組
百
姓
宿

の
三
組
旅
籠
屋
と
あ

る
。
こ

の
三
組
は
天
保

一
四
年

八
月
付

「
旅
人
宿

百
姓
宿
寺
社
御
奉
行
所
江
差
上
候
御
請
書
」

に
よ

る
と
従
来

は
出
入
宿
と
称
し
た
と
あ

る
。
八
人

の
内

で
糟

屋
七
兵
衛
以
外

の
者
に

つ
い
て
は

(蹴
)

確
認
出
来
な

い
が
公
事
宿

の
可
能
性
が
あ
る
。
南
和
男
氏

は
江
戸

の
公
事
宿
が

「
幕
府

の
特
定

の
役
所
を
中
心
と

し
て
成
立
し
、
こ
れ
と
密
接

な
関
連
を
も

っ
て
発
展
し
た
」

こ
と
を
指
摘

し
て

い
る
。

㈲

町
人
、
又
は
屋
号

の
あ
る
者
は
次

の
通
り
で
あ

る
。

の㏄
小
松
百
亀
は

「
判
取
帳
」

に

「小
松
屋
三
右
衛
門
、
飯
田
町
中
坂
薬
鋪
、
住
大
草
屋
鋪
」
と
あ

る
。

　㈹
桧
皮
釘
た
け
は

「
判
取
帳
」
に

「
家
根
屋
小
左
衛
門
、
住
市
谷
田
町
」
と
あ
る
。
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)

(9
)

(㎜
)

・

αη
麦
藁
笛
鳴
は

「
方
角

分
」

に

「
狂
歌
師
、
笛
成
、
樵
歌
亭
、
伊
勢

屋
儀
助
」
と
あ
り
、
「
判

取
帳
筆
者
小
伝
」

は
鈴
木
光
隆
陸
、

一
榎
庵

と
号
す
と
あ
る
。

　㎝
薪
高
な
を
は

「
判
取
帳
」

に

「
平
河
町
、
住
市
谷
田
町
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
平
河
屋
だ

ろ
う
。

　雌
堪
忍
成
た
け
は

「
判
取
帳
」

に

「
桑
名
屋
武
右
衛
門
、
住
牛
天
神

下
、
酒
店
」
と
あ
る
。

)

(1
)

(れ
)

に

「
号
文
笑
」

で
、

「方
角
分
」

に
は

「
狂
歌

師
、
光
、
巴
人
亭
、

つ
ふ

(り
)
、

(号
)
桑
楊
篭
、
亀
井
町
家

鯛

つ
む
り

の
光

は

「
判
取
帳
」
(262

)

主

、
岸
宇
右

工
門
」
と
あ
る
。

「小
伝
」

は

「
世
伝
名
識
之
」

「
本
所
亀
井
町

々
代
」
と
し

て
い
る
。

　⑬
勘
定
外
成
は

「
判
取
帳
」

に

「
升
屋
安

二
郎
、
住
橘
町
竹
河
岸
」

で
あ

る
。

㈲

さ
く

ら

の
は
ね
炭

は

「
判
取
帳
」

に

「
源
蔵
」
と

あ
り
・

「方
魚
飛
」

に
は

「
簸

師

は
ね

(炭
)
・
桜

霧

米

屋
甚
兵
衛
内
・
源

助
」

と

あ

る
。

)

(462
)

鰯
腹

か
ら

の
秋

は

「
判

取
帳

」

に

「
中
井

友
吉

、
本

町

二
丁

目
、

紙

屋
」

と

あ

り
、

「方

角

分
」

に

は

「
狂

歌

師

、
書

家

、

戯
作

者

、
董

堂

、

名

敬

義

、

字

伯
直

、

一
字
春

星
、

(又
号
)
小

笹
樵

、

(号

)
宜

松

老

人

、

(狂
名

)
腹

唐

秋

人

、
山

伏

井

戸

、
中

井
嘉

右

衛

門
」

と

あ

る
。

ー

(562
)

仰
大

屋
裏

住

は

「判

取

帳
」

に

「白

子
屋

孫
左

衛

門

、
住

金

吹

町

裏

」

と

あ

り
、

「
方
角

分

」

に
は

「狂

歌

師

、

裏

住

、
大

屋

、

(号

)
萩

廼

(
662
)

屋
、

(
一
ニ
ノ
横
丁
)
、
金
吹
町
、

(久
須
見
氏
)
、
白

子
屋
孫
左

工
門
」
と
あ

る
。

「
小
伝
」

に
は

「初
住
坂
本
町

二
丁
目
、
業
更
紗
染
、
世
人

(7聡

)

称
更
孫
、
為
金
吹

町
中
井
新
右
衛

門
家
守
、
住
金
吹

町
後
衡

、
大
屋
裏
住
之
称
因
之
」
と
あ
る
。

)

(2
)

鯛
さ
か
月
米
人
は

「判
取
帳
」

に

「住
金
吹
丁
裏
」

と
あ

り
、
「方
角

分
」

に
は

「
狂
歌
師

、
米
人
、

(初
号
)
狂
歌
房
、

(号
)
清
水
楼
、
吾

友
軒
、
霊
岸
嶋
塩
町
、
榎
本
三
右
衛

門
、
山
田
、
扇
屋
」
と
あ
る
。

　α円
千
代

は

「
判
取
帳
」

に

「
遠
州
屋
於
千
代
、
住
薬
研
堀
」
と
あ

る
。

破ゆ
と
せ
は

「
判
取
帳
」

に

「
増
田
屋
宇
右
衛
門
於
と
勢
、
住
薬
研
堀
」
と
あ

る
。

　㈹
喜
久
蔵

は

「
判
取
帳
」
に

「
狂
名
喜
久
声
色
、
住
泉
町
、
声
色
名
人
」
と
あ

る
。
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)

(962
)

鯉

膀

穴

主

は

「
判

取

帳
」

に

「
渡

瀬

庄

兵
衛

、
住

赤

坂

下
」

と

あ

り

、

「
方
角

分
」

に

は

「
狂

歌

師

、
穴

主

膀

、

水

戸

町

、
名

主

、

元
赤

坂

(
0
)

住
、
渡
瀬
庄
兵
衛
」
と
あ

る
。
「
判
取
帳
筆
者
小
伝
」

は
俳
号
川
鯉
と
し
て

い
る
。

)

(1
)

㈹

一
ふ
し

の
千
杖

は

「
判
取
帳
」

に

「
窪

田
安

兵
衛
、
住
通
塩
町
」

と
あ

り
、
「方

角
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
浮
世
画
、
画
家
、
戯
作
者
、

(2

)

俊
満
、

一
節
千
杖
、

(号
)
尚
左

堂
、
新

シ
橋
通

リ
富
松
丁
、
窪

田
安
兵
衛
」
と
あ

る
。
「
判
取
帳
筆
者
小
伝
」

は
黄
山
堂
、
南
陀
迦
紫
蘭

と
あ

る
。)

(3
)

鯉
焉

馬
は

「
判
取
帳
」

に

「
住
本
所
相
生
町
」

で
、
「方
角
分
」

に
は

「
戯
作

者
、
狂
歌
師
、
焉
馬
、
烏
亭
、

(号
)
談

洲
楼
、

野
見
手
、
斧

(山
)

(
4
)

言
墨
金

『朱
』
、
桃
栗
散

人

『朱
』
、
立
川
相
生
町
、
和
泉
屋
和
助
」
と
あ

る
。
三
村
竹
清

「夷
曲
同
好
筆
者
小
伝
第

一
冊
」

に
は

「為
大
工
棟

梁
、
中
村
氏
、
名
英
祝
、
号
桃
栗
山
人
、
柿
発
斎
」
と
あ
る
。

　価
襖

の
明
立
は

「
判
取
帳
」
に

「
橋
本
町
、
唐
紙
屋
久

二
郎
」
と
あ

る
。

)

(5
)

螂
白
駒

は

「
方
角
分
」

に

「
狂
歌
師
、
白
駒
、

(号
)
千
里
亭
、
御
細

工
町
、
小
嶋
屋
駒
次
郎
」
と
あ
る
。

)

(6
)

⑬
紀
束

は

「
方
角

分
」

に

「
狂
歌
師
、
紀
束
、

(号
侃
鵤
堂
)
、
諏
訪
町
後

二
伝

通
院
前
、

(初
名
)
伊
勢
屋

(清
左

工
門
)
、
西
川
清
左

工
門
」

と
あ
る
。

　螂
袋
筒
長
は

「
判
取
帳
」

に

「
長
野
屋
与
平
二
、
住
深
川
八
幡
通
」
と
あ

る
。

)

(卿
)

㈹
雷
牙
は

「
判
取
帳
」

に

「
三
井
源
右
衛
門
、
越
後

屋
支

配
人
、
住
駿
河

町
」
と
あ
り
、
「
稿
本
三
井
家
史
料
」
新
町
家
第

五
代

三
井
高
雅

に
は
、
安
永

三
年

一
二
月

一
五
日
に
名
を
源
右
衛
門
と
改
め
、
寛
政

四
年
九
月

二
八
日
に
名
を
真

八
と
改

め
て

い
る
か
ら
、
雷
牙

は
三
井
高
雅

で
あ
り
、
彼
は
天
明

二
年

四
月
九

日
に
京
を
発
し

て
二
}二
日
に
江
戸
に
到
着
し
、
翌
三
年

四
月

一
四
日
に
江

戸
を
発

し
二
九
日
に
帰
京

し
て

い

る
。
こ

の
間
に

「
判
取
帳
」

に
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
同
三
年
四
月
二
九
日
に
越
後
屋
源
右
衛
門
は
京

町
奉
行
支
配

の
呉
服
師
に
な

っ
て

い
る
。
ウ

　

働
駿
河
町
伊
勢
屋
吾
右
衛

門
似
広
徳
善
右
衛
門
は
不
明

で
あ

る
。
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　鯉
京
吉
事
縫

の
糸
屑
は

「判
取
帳
」

に

「
京
菊
屋
吉
兵
衛
、
住

田
所
町
」
と
あ
る
。

)

(8
)

㈱
問
屋
酒
船
は

「
判
取
帳
」
に

「井
上
幸

二
郎
、
住
霊
岸
島
南
新
堀

二
丁
目
」
と
あ
り
、

「方
角
分
」
に
は

「
狂
歌
師
、
書
家
、
誹
譜
師
、

　

酒

船

、

問
屋

、

(号
)
誹

譜
亭

、

本

湊

町

、
井

上

(幸
)
二
良
」

と

あ

る
。

轡

崎
八
薦

言
葉
あ
や
ち
は

「判
取
帳
」
に

「称
岸
田
杜
差

住
芝
神
明
前
」
と
萱

「方
魚
解
」
に
は

「戯
作
煮

薯

唖

綾
知

(0

)

号
桜
川

『朱
』
、
言
葉
、
神
明
前

、
岸

田
杜
芳
」
と
あ
る
。

「判
取
帳
筆
者
小
伝
」
は

「
戯
曲
小
説
通
志
に
、
芝
桜
川
三
島
町
、
表
具
師
岸

田
豊

治
郎
、
言
葉
綾
知

と
あ
り
」
と
し

て
い
る
。

　鰯
世
入
道

へ
ま
う

し
は

「判
取
帳
」

に

「
常
州
屋
隠
居
、
住
市
谷

田
町
、
号
君
山
」
と
あ
る
。

㈹
誌
仲
は
天
明
五
年
孟
春
刊

同
四
年

万

山
手
白
人
序

四
方
赤
良
編

「徳
和
歌
萬
麹

」
巻
±

欝

方
赤
良
作
の
詞
書
に

「東
牛
斎

に

て

(中
略
)
誌

仲
と

い

へ
る
翁

(中
略
)

か
た

り

け

る
橘

大

夫

の
舞

」

と

あ

る
。

)

(2
)

〔馬
〕

㈲

鈍
奈

法

師

は

「
方

角

分
」

に

「
狂
歌

師

、

鈍
奈

、

(駒
)
込

勘

ケ
由
隠
居
」

と

あ

る
。

去

而

、
馬

道

、

・ソ
忌
6
口

)

(鵬
)

螂
村
竹

は

「
判
取
帳
筆
者
小
伝
」
は

「
窓

の
村
竹

多

田
千
次
郎
、
青
山
御
熊
野
横
丁
尾
張
屋
と

い
ふ
八
百
屋
、
菅
江
門
、
号
青
蛾
堂
、
後

(
捌
)

ち
師

の
券
陀
利
華
庵
を
襲

ふ
」
と
あ

る
。
「
方
角

分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
村
竹
、

(二
世
)
号
券
陀
利
花
巷
、
久
保

町
、
尾
張

屋
千
次
郎
」
と
あ

る
。㈲

嘉
穂
庵
東
作

働
第

二
酒
成
㈲
も
と

の
も
く
あ
み
⑯
引
婆
阿
團
鹿
津
部
真
顔
は
前
記

の
と
お
り

で
あ
る
。

以
上

の
三
七
人

の
内

は
薬
鋪

二
、
越
後
屋
、
三
井
両
替
店
支
配
、
町
代
、
名
主
、
表
具
師
、
紙
屋
、
酒
屋
、
湯
屋
、
大
工
、
汁
粉
屋
、
煙
草

屋
、
奉
公
人
が
各

一
、
不
明
二
〇
で
あ
る
。

の
不
明
分

で
江
戸
と
、
江
戸
と
推
測
さ
れ
る
二
八
人
は
次

の
通
り

で
あ

る
。

㈹
根

か
ら

の
不
器
用
⑳

や
は
り
棟
梁
⑳
慎
上
⑳
五
畳
た

・
み
㈹

四
谷
坂
安
鋤
望
月
少

々
酒
⑳
紀
津
丸
⑳
歌

の
親
分
鋤
鷹
羽
番
姻
井
上
芙
蓉
⑳

名
前
不
明
⑳
藩

丸
⑳
ひ
と
り
ね
の
あ
く
び
⑳
将
由
議

⑳
園
味
⑳
路
茜

弄

夢
輔
⑳
年
寄
髭
轟

阿
那
か
し
こ
⑳
三
本
た
ら
ん
⑳
世
つ
(禅
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第2表 天明期 「判取帳」記載人内訳帳

譜にみえる者 と関連者

譜にみえず苗字のみの者

藩関係者

の臣,及 び推測 され る者

係者

 

政

政

安

本

関

者

寛

寛

田

旗

藩

医

演

画

屋

町

不

不

劇,妓 楼,茶 屋

工,著 作者,書 舜

号のある者で小伝馬町,馬

人 と屋号 のある者

明で江戸住

明で江戸以外住

⑳
何
毛
紫
蘭
⑳
三
井
新
名
⑳
韓
愈
志
㈱
若
松
曳
也
⑳
鵬
鵡
斎
㈱
山
上
百
足
㈱
此
道
く
ら
き

　⑳
無
名
子
は
不
明
で
あ
る
。

㊨
不
明
で
江
戸
以
外
の
者
は
次
の
四
人
で
あ
る
。

　幽
置
石
村
路
は

「判
取
帳
」
に

「惟
命
、
住
鎌
倉
置
石
町
」
と
あ
る
。

ウ⑳
相
州
農
隠
は
不
明
で
あ
る
。
(
7
)

　⑳

三
方
長

の
し
は

「
狂
歌
才
蔵
集
」
巻
六

謝
に

「
尾
張
名
古

ヤ
」
と
あ

る
。

　⑬

下
毛
栃
木

田
畑
持
麿

は

「
判
取
帳
」
に

「
渡
辺
源
左
衛
門
」
と
あ

る
。

㊨
後
筆
分
と
考
え
ら
れ
る
者
は
次

の
三
人
で
あ

る
。
な
お
こ
の
分
は
記
述
は
す
る
が
本

稿

の
対
象
外

で
あ

る
。

　鯉

琴
通
舎

は

「
判
取
帳
」

に

「
丸
屋
正
蔵
、

英
賀

ト
云
、
古

着
店
」
と
あ
り
、
「方

角

(捌
)
分
」

に
は

「
狂
歌
師
、
英
賀
、

(号
)
琴
通
舎
、
豊
罵
町
、
丸
屋
正
蔵
」
と
あ

る
。

)

(鵬
)

㈱
黙
老
は
濱

田
氏
に
よ
る
と

「木
村
黙
老

は
高
松
藩
家
老
、
名
は
通
明
、
代

々
の
通
称

は
亘
」

で
あ

る
。

鋤
曲
阿
は
不
明

で
あ

る
。

以
上

の
O

～

街

の
内

で
国
を
除

い
た

一
五
五
人
を
項

目
別

に
し
た
の
が
第

二
表

で
あ

る
。
武
家
関
係

三
二

・
八
%
、
町
人
関
係
六
四

・
六
%
、
江
戸
以
外
者

二

・
六
%
に
な

る
。

武
家

の
内

で
も
旗
本
と
考
え
ら
れ
る
者
は
七

・
七
%
で
あ

る
。
町
人

の
内

で
㈲

の
公
事
宿

と
推
測
さ
れ
る
者

五

・
二
%
が
注
目
さ
れ
る
。
宮
崎
修
多
氏

の
指
摘
し
て
い
る
旗
本
文
苑

(
092
)

の
抱
擁
力
に
よ
る
集
団
は
閉
じ
た
世
界

で
は
な

い
こ
と
、
そ
こ
に
雅
と
俗

の
混
在

が
あ

る
。
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(蹴
)

南
畝
を
含
め
た
御
家
人
は
こ
の
集
団
に
あ

っ
て
下
級
者
と
し
て
の
羨
望
を
持

っ
て

い
た

の
で
は
な

い
か
。
ま
た
濱

田
氏
は

「
狂
歌

の
グ

ル
ー
プ

(
㎜
)

に
は
階
級

の
差
別

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
武
士
と
町
人

の
交
歓

の
場

の
観
が
あ

っ
た
」
と
さ
れ
る
。
六
四

・
六
%
が
町
人
で
あ

る
事

は
こ
れ
を
示

し

て
る
だ

ろ
う
が
、
差
別

の
な

い
世
界
で
雅
と
俗
が
混
在

し
た
ら
ど
う
な
る
だ

ろ
う
。
土
山
宗
次
郎
は

「
判
取
帳
」

の
人
物
と
も
接
触

し
て

い

る
筈

で
あ
る
。
特

に
勘
定
所
、
三
井
両
替
店
、
公
事

宿
が
そ

の
内
に
あ
り
、
幕

臣
は
役
人

の
性
質
を
持

っ
て
い
る
。

五

東
作
翁
夷
曲
歌

「
東
作

翁
夷
曲
歌
」

は
、
寛
政
元
年

三
月
初

八
日
、
俗
名
立
松
嘉
穂
東
作
、
釈
氏
宗
専
信
士
不
退
位

の
追
悼
歌
集

で
あ

る
。
信
多
純

一

「
悼

(
392
)

東
作
翁
夷
曲
歌
」

に
よ
り
、
平
秩
東
作

の
交
友
関
係

に

つ
い
て
考
え
る
。

O

「
寛
政
譜
」

に
見
え

る
者

は
次

の
三
人

で
あ
る
。

)

(492
)

(ヨ
ホ
ケ
)

(獅
)

㈱
呉
竹

か
ほ
け

は

「
方
角
分
」

に

「
狂
歌
師
、
世
暮
気
、
呉
竹
、
加
賀
屋
敷
、
大
塚
弥
惣
」
と
あ
り
、
「
寛
政
譜
」

に
は
友
次

で
友
次
郎
、

八
郎
左
衛
門
、
弥
惣
、
実
は
津
金
助
之
進
胤
貞
六
男
、
天
明
六
年

一
一
月

二
六
日
家
を
継
ぎ
厘
米

三
百
俵
、
寛

政

一
〇
年

五
月
六

日
田
安
小
十

人
頭
と
あ

る
。

)

(2
)

㈱
三
陀
羅
法
師

は

「
方
角
分
」

に

「
狂
歌
師
、
三
陀
羅
法
師
、

(号
)
千
種
蕎
、
於
玉

ヶ
池
高
山
平
左

工
門

(侯
)
内
、
清
野

一
葉
」
と
あ
り
、

(7

)

「寛
政
譜
」

に
は
盛
喬

で
、
栄
吉
、
平
左

衛
門
、
実

は
小

田
切
十
兵
衛
昌
興

二
男
、
寛

政
二
年

三
月

四
日
遺

跡
を
継
ぎ
采
地
四
百
五
十

石
、
同

三
年

=

一月
二

一
日
御
書
院
番
と
あ

る
。

図
紀
定
丸

は
前
記

の
通
り
で
あ

る
。

O
御
徒

は
ω
南
畝
大

田
箪

一
人

で
あ
る
。

日
田
安
藩

は
㈲
唐
衣
橘
洲

一
人

で
あ
る
。
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)

(892
)

(洲
)

四

藩

関
係

は
伽

野

戸

川
伎

で
、

「方

角

分

」

に

「
狂

歌
師

、

川
岐

、

野

戸
、

小
笠

原
佐

(渡

公
)
藩

」

で
名

前

は

空
白

で
あ

る
。

寛

政
六

年

刊

、

(
992
)

須
原
屋
版

「
袖
珍
武

鑑
」

に
よ

る
と
播
州
安
志
藩

で
あ

る
。

㈲
武
家
の
家
士
は
㈱
大
井
千
尋
で
・
「方
紮

」
に

「狂
歌
頗

山
陵

(号
)芝
震

将
監
橋

千
村
平
右
衛
門
幕

小
嶋
市
右
工
門
」

と
あ
る
。
千
村
が
何
者

か
は
不
明

で
あ
る
。

㈹
苗
字

の
み
だ
が
武
家

、
町
人

不
明

の
者

は
次

の
二
人

で
あ

る
。

)

(103
)

㈱
花
江
戸
住
は

「
方
角

分
」

に

「
狂
歌
師
、
江
戸
住

、
花
廼
、
初
号
霞
谷
蔭
、

(号
)
万
亀
亭
、
南
壱
丁
目
横
町
、
山

口
政
吉
」
と
あ

る
。

　㎝
勘
定
疎
人
は
前

記

の
通
り

で
あ

る
。

㈹
小
伝
馬
町
、
馬
喰
町

の
旅
籠

屋
は
五
人
で
あ
る
。

(203

)

(
鵬
)

　⑳
人
ま
ね
小
ま
ね
は

「
方
角

分
」

に

「
戯
作
者

、
小
真
似
、

[人
]
、

(小
)
真
似
、
馬
喰

町
、
木

戸
屋
弥
右
衛
門
」
と
あ
り
、
「
類
集
撰
要
」

二
十

八
に
よ
る
と
寛
政
三
年

に
㈹
宿
屋
飯
盛
と
共
に
処
罰

さ
れ

て
い
る
。

)

(403
)

⑳

一
富
士

二
鷹

は

「
方
角
分
」

に

「
狂
歌
師
、
二
鷹
、

=
畠
士
、
馬
喰

町
、
後
向
蔦
真
木

屋
彦
右
衛

門
、
駿
河
屋
甚

助
」
と
あ
り
、

「
類
集

撰
要
」

に
よ
る
と
寛
政

三
年
に
処

罰
さ
れ
て

い
る
。

　

ヘ
ノ

　

㈹
宿
屋
飯
盛
㈹
鱈
盛
方
㈹
大
原
さ
こ
ね
は
前
記

の
通
り

で
あ

る
。
処
罰
者
三
人
が
み
ら
れ
る
事
は
、
こ
こ
に
は
見
え
な

い
が
同
時
に
処
罰
さ

れ
た
、
勘
定
奉
行
根
岸
肥
前
守

・
曲
淵
甲
斐
守
門
番
、
中
番
、
取
次
足
軽
と
も
親

し
か

っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

㈹
医
者
は
㈲

(望
月
)
秋
吉

で
前

記

の
通
り

で
あ

る
。

　

㈹
茶
屋
は
⑳
唐
来

三
和

で
前

記

の
通
り

で
あ
る
。

㈲
町
人
は
次

の
通
り
で
あ

る
。

⑳
鳴
響

人
は

「方
雛

」
に

「狂
歌
唖

誹
譜
師

土日
人
・
泥
田
房

塵
塚
山
葺

鳴
溝

団
栗
庵
・
生
楽
館
童
モ

享

亭
青
へ

銀

座
町
銀
座
内
手
代

常
次
郎
、
千
幸
、
池
澤
権
右
衛
門
」
と
あ
る
。
町
人
以
外

の
項
に
す

べ
き
か
も
し
れ
な

い
。
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第3表 寛政元年東作追悼歌作者表

寛政譜にみえる者

御徒

田安藩関係者

藩関係者

武家の家士

武家,町 人不明

小伝馬町,馬 喰町旅籠屋

医者

茶屋

町人

江戸住不明者

江戸以外住者

身内者

)

(063
)

醐
桜
枝
鞠

は

「方
角
分
」
に

「
狂
歌
師

、
枝
鞠
、
桜
、

四
丁
目
、
鞠
屋
久
兵
衛
」

と

あ

る
。
)

(703
)

⑳
千
客

万
来
は

「方
角
分
」

に

「
狂
歌
師
、
萬
来

、
千
客
、

(号
)
春
陽
亭
、
柳
橋
」

で
名
前
は
空
白

で
あ
る
。

)

(803
)

偽
屋
職
堅
丸

は
狩

野
快
庵
編

「
狂
歌
人
名
辞
書
」

に
よ
る
と
、
「
作
者
部
類
」

に
よ

り

「
千
首

桜
、
浜
松
氏
、
清
七
、
神

田
」

と
あ

る
。

)

(鵬
)

⑳

田
原
船
積

は

「方
角
分
」
に
よ
る
と

「
狂
歌
師
、
船
積
、
田
原
、

(号
)
大
湊
舎

、

小
網
町
、
高
浜
屋
三
左

衛
門
」
と
あ

る
。

岡
元
杢
網
㈹
銭
屋
金

涛
㈹
肴
屋
圃
智
恵
内

子
圃
浜
辺
黒
人
働
鹿
津
部
真
顔
㈹
蔦
か
ら

　

　

　
丸
鯛

つ
ふ
り
光
面
大
屋
裏
住
儒
酒
月
米
人
は
前
記

の
通
り

で
あ
る
。

以
上

一
五
人

の
内
訳
は
湯
屋
、
書
騨
が
各

二
、
銀
座
手
代
、
両
替
屋
、
町
代
、
肴

屋
、

汁
粉
屋
、
更
紗
染
が
各

一
、
不
明
五
で
あ

る
。
不
明

の
内

の

一
人
は
廻
船
関
係

で
は
あ

さ

へ

む

る
ま
レ
カ

⇔
不
明
で
江
戸
住
と
思
わ
れ
る
者
二

一
人
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑳
楠
石
成
㈱
長
か
け
の
鴨
路
⑳
此
花
咲
吉
⑳
紀
軽
人
⑳
花
月
坊
三
渓
⑳
高
利
苅
主
㈱

根
歩

一
調
⑳
湖
舟
人
㈱
狸
金
広
㈱
紀
長
人
㈱
足
曳
山
人
㈱
奈
良
朝
起
⑳
癖
の
早
昼
㈲
惣
(
013
)

　　ノク

　

　

ヘ
ノ

　

　

領
世
次
⑳
桟
敷
太
夫
鯉
無
事
文
裳
㈱
宇
和
空
成
⑳
錦
出
今
利
㈱
桟
転
法
師
㈱
累
駝

々
広

)

(113
)

⑳
市
仲
住

は
不
明
で
あ

る
。

国
江
戸
以
外

の
者

は
次

の
二
人

で
あ

る
。



)

(213
)

㈱

豊
年

雪
丸

は

「
小
伝

」

に

「松

月
庵

、

名
古

屋
人

」

と

あ

る
。

㈹
虎
渓
は

「狂
歌
人
名
墾

」
に

「作
者
部
類
」
に
よ
り

棊

法
寺
虎
深

る

。

名
澄
英

、
別
号
三
笑
庵
、
上
野
深
津
村

西
福
寺

の
住
僧
」
と
あ

白

東
作

の
身
内

は
次

の
九
人

で
あ

る
。

⑳
婁

つ
ぎ
に
⑳
銀
女
は

「東
作
遺
稿
」
の
内
に
あ
る

「音
無
細

」
に

「銀
と
い
へ
る
む
す
め
の
い
た
く
歎
く
を
見
て
」
と
あ
る
・
⑳

む
つ
女
・
㈱
ふ
姜

は
男
八
右
衛
門
の
妻
で
墾

・
⑳
野
水
⑳
書

響

轟

葉

・
⑳
子
純
は

「父
の
磁

」
と
歌
中
に
あ
る
の
で
男
で
あ

る

。以
上
六
七
人
を
項
目
別
に
示
す
と
第

三
表

の
通
り

で
あ

る
。
東
作
が
町
人
で
あ
る
事

、
天
明
七
年

一
件
で
処
罰
を
受

け
た
後
だ

か
ら
武
家
関

係
は
南
畝

よ
り
少
な
く
身
分
も
低

い
。
公
事
宿
が
七

・
五
%

に
当

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
町
人

の
内

に
銀
座
、
両
替
、
廻
船
、
書
騨
な
ど
が
あ

る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
雅
と
俗

の
世
界
で
山
師
と

い
わ

れ
な
が
ら
泳

い
で
き
た
人
物

で
ろ
う
。

天明二年 「三春行楽記」前後65

!す'!

g!デ!δ?!4!§ ～!Z!i〕 、 注
)))))))))

拙
稿

「
天
明
七
年
御
買
上
米

一
件
と
飛
脚
問
屋
」
創
価
大
学
人
文
論
集

四
号
四
〇
ー

八
〇
頁
。

中
野
三
敏
編

「
日
本
の
近
世
」

一
二
巻

一
八
九
ー

二
三
〇
頁
。

国
書
刊
行
会
編

「
新
群
書
類
従
」

二
巻
三
六
〇
1

三
六
三
頁
。

濱
田
義

一
郎
他
編

「大
田
南
畝
全
集
」
八
巻
三
三
-

三
七
頁
。

森
銑
三
著

「森
銑
三
著
作
集
」

一
巻

一
九
九
-

二
二

一
頁
。

濱
田
義

一
郎
著

「
大
田
南
畝
」

(人
物
叢
書
)
七
ニ
ー
七
七
頁
。

井
上
隆
明

「
平
秩
東
作

の
戯
作
的
歳
月
日
」
秋

田
経
済
法
科
大
学
経
済
学
部
紀
要

=
二
号

(
=
二
)

「大
田
南
畝
全
集
」

二
〇
巻

四
〇
1

四
二
頁

中
野
三
敏
著

「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

六
三
頁
。

(
二

二
)

頁
。
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(10
)

「
大
田
南
畝
全
集
」

一
七
巻

五
九
頁
。

(11
)

高
柳
光
寿
、
岡
山
泰
四
、
斎
木

一
馬
編
集
顧
問

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
二

一
巻
二
六
六
ー

二
六
七
頁
。

(12
)

斎
木

一
馬
、
岩
沢
　
彦
校
訂

「断
家
譜
」

二
巻

四
九
頁
。

(13
)

「
新
訂
寛

政
重
修
諸
家
譜
」

一
二
巻
三
八
四
頁
。

(14
)

「
同
右
」

二
二
巻

一
七
四
頁

(15
)

渡
辺

一
郎
編

「徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
」

一
巻
三
二
二
頁
。

(16
)

「
同
右
」

一
巻
四

=
二
頁
。

(17
)

「
同
右
」

一
巻
四
八
四
頁
。

(18
)

「同
右
」

一
巻
五
三
六
頁
。

(19
)

「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

一
二
巻
三
八
四
頁
。

(20
)

「大
田
南
畝
全
集
」

三
巻
三
四
九
頁
。

(21
)

「同
右
」

一
二
巻
三

一
頁
。

(22
)

「同
右
」
三
巻
三
八
七
ー
三
八
八
頁
。

(23
)

中
野
三
敏
、
日
野
龍
夫
、
揖
斐
高
校
注

「新

日
本
古
典
文
学
大
系
」
84
五

一
八
頁
。

(24
)

「同
右
」

84
五
二
三
頁
。

(25
)

林
若
樹
編

「狂
文
狂
歌
集
」

日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之
部

一
九
巻
五
四
六
頁
。

(26
)

野
崎
左
文
校
訂

「
万
載
狂
歌
集
」

(岩
波
文
庫
)

一
八
、
二
六
、
五
二
、
八
四
、
八
八
頁
、
宇
田
敏
彦
校
註

「
万
載
狂
歌
集
」

(教
養
文
庫
)
上
巻
七

二
、

=

六
、
二
五
八
頁
、
下
巻

一
一
五
、

一
一
八
、

一
四
四
頁
◎

(27
)

濱
田
義

一
郎
著

「
江
戸
文
藝
孜
」

一
-

三
七
頁
。

(28
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
二
巻
二
二
四
頁
、
な
お
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編

「
一
話

一
言
」

1

(日
本
随
筆
大
成
別
巻
)
七
七
-
七
八
頁
に
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
巻
二
で
あ
る
。

(29
)

濱
田
義

[
郎

「
『蜀
山
人
判
取
帳
』
補
正

〈翻
刻
〉」
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
二
号
九
九
ー

一
=
二
頁
。

(30
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
巻
四
七
〇
頁
。

(31
)

「同
右
」

三
巻
三
七
二
頁
。

(32
)

瀧
本
誠

一
編

「
日
本
経
済
叢
書
」

一
五
巻

二
四
六
頁
。
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(33
)

「
万
載
狂
歌
集
」

(岩
波
文
庫
)
七
六
頁
、

(教
養
文
庫
)
下
巻
八
〇
頁
。

(34
)

杉
田
玄
白
著
、
杉
靖

三
郎
編

「杉
田
玄
白
日
記
」

(蘭
学
資
料
叢
書
6
)
三
〇
頁
。

(35
)

花
咲

一
男
編

「
天
明
期
吉
原
細
見
集
」
、
な
お

「江
戸
文
藝
孜
」
三
二
ー

三
三
頁
参
照
。

(36
)

「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
六
三
頁
。

(37
)

「
大
田
南
畝
全
集
」
三
巻

一
六

一
頁
。

(38
)

相
良
町
編

「相
良
町
史
」
資
料
編
近
世
〇
四
九
九
-
五

一
四
頁
。

(39
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
四

一
頁
。

(40
)

「
大
田
南
畝
全
集
」

一
八
巻
五
四
八
ー

五
四
九
頁
。

(41
)

日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
著

「
日
本
随
筆
大

成
」
二
期
24
三
八
二
頁
。

(42
)

森
潤
三
郎
著

「紅
葉
山
文
庫
と
書
物
奉
行
」
五
九
四
頁
。

(43
)

笠
原

一
男
、
井
上
鋭
夫
校
注

「蓮
如

一
向

一
揆
」

(日
本
思
想
大
系

17
)
五
〇
四
頁
。

(44
)

「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

一
四
巻

二
三
八
頁
。

(45
)

四
世
絵
馬
屋
主
人

「平
秩
東
作

の
伝

(承
前
)
」
風
俗
画
報

一
五
〇
号
三
九
頁
。

(46
)

「
徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
」

一
巻
三
四

一
頁
。

(47
)

北
海
道
編

「新
北
海
道
史
」
七
巻
史
料

一
、
二
七
五
-

二
七
九
頁
。

(48
)

三
井
家
編
纂
室
編

「稿
本
三
井
家
史
料
」
南
家
第
四
代
三
井
高
業
、
系
図
、
五
八
、
四
五

一
頁
、
三
井
高
陽
著

「
越
後
屋
反
古
控
」
七
四
ー
九

二
頁
、

森
銑
三
著

「森
銑
三
著
作
集
」

一
二
巻

一
四
七
-

一
四
九
頁
、
中
井
信
彦

・
今
井
典
子

「
三
井
高
業
学
芸
資
料

(1
)
」
三
井
文
庫
論
叢

=

号
四
二

一

-

四
二
一二
頁
、
菅
竹
浦
著

「近
世
狂
歌
史
」

一
八
三
ー

一
八
五
頁
、
な
お
菅
竹
浦

に
よ
る
と
、
子

(正
統
)
仙
渓
亭
嘉
菊
、
(妾
腹
)
仙
秀
亭
嘉
蘭
、

妻
鹿
女
、
娘
峯
女
も
狂
歌
を
能
く
し
た
。

(49
)

三
井
高
陽
編

「嘉
栗
研
究
」
三
頁
。

(50
)

「
万
載
狂
歌
集
」

(岩
波
文
庫
)
六
六
頁
、
(教
養
文
庫
)

下
巻

二
一二
頁
。

(51
)

「
同
右
」

(岩
波
文
庫
)
五
二
頁
、

(教
養
文
庫
)
上
巻

二
六
〇
頁
、
な
お

「稿
本
三
井
家
史
料
」
南
家
第
四
代
三
井
高
業
、

一
九
、
三
二
、
四
七
、
九

三
、

一
五
三
、

一
七
四
、
二
六
二
、
三
九
七
頁
に
よ
る
と
、
天
明
三
年
以
前
に
嘉
栗
が
江
戸
を
出
立
し
て
い
る
の
は
宝
暦

一
二
年
閏
四
月

一
六
日
、
明

和
三
年
三
月
晦

日
、
同
六
年
五
月
、
安
永
二
年

五
月
朔
日
、
同
四
年
六
月
二
日
、
同
六
年
三
月
二
三
日
、
同
九
年
三
月

一
一
日
、
天
明
三
年
四
月
二
二

日
で
あ

る
。
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(52
)

朝
倉
無
声
緒
言

「新
燕
石
十
種
」

(国
書
刊
行
会
叢
書
)
三
巻
二

　
○
ー

二

一
六
頁
。

(53
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
〇
巻
四
六
九
頁
。

(54
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
四
四
頁
。

(55
)

「万
載
狂
歌
集
」

(岩
波
文
庫
)
五

一
頁
、

(教
養
文
庫
)
上
巻

二
五
二
頁
。

(56
)

「諸
家
人
名
方
角
分
」

四
四
頁
。

(57
)

「大
田
南
畝
全
集
」
七
巻
三

一
九
ー

三
五
〇
頁
。

(58
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
八
三
頁
。

(59
)

斎
藤
月
零
著
、
広
谷
雄
太
郎
編

「
増
訂
武
江
年
表
」

(国
書
刊
行
会
叢
書
)

一
五
九
、

=
ハ
九
頁
、
金
子
光
晴
校
訂

「増
訂
武
江
年
表
」

(東
洋
文

庫
)

1
二
二

一
頁
、

2

=
二
頁
。

(60
)

「大
田
南
畝
全
集
」
三
巻
三
七
三
頁
。

(61
)

「稿
本
三
井
家
史
料
」
伊
皿
子
家
第
四
代
三
井
高
年
、

一
二
、

四
四
、
六
二
頁
。

(62
)

「同
右
」
南
家
第
四
代
三
井
高
業
二
六
二
、
三
四
二
頁
。

(63
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
巻
四
七

一
f

四
七
二
頁
。

(64
)

三
井
家
編
纂
室

「店

々
役
人
鑑
」

二
六
五
頁
。

(65
)

沢
田
章
著

「近
世
紅
花
問
屋

の
研
究
」
四
五
-

四
九
頁
。

(66
)

「店
々
役
人
鑑
」

二
八
、
七
〇
、
九
六
、

一
八
六
、

二

一
七
、
二
二
八
、
二
四
八
、
二
六
〇
頁
。

(67
)

「万
載
狂
歌
集
」

(岩
波
文
庫
)
五
ニ
ー

五
三
頁
、
(教
養
文
庫
)
上
巻

二
六
〇
頁
。

(68
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
巻
四
六
二
頁
。

(69
)

「同
右
」
六
巻

一
九
八
頁
。

(70
)

「同
右
」

一
八
巻
四
九
頁
。

(71
)

大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
編

「大

日
本
人
名
辞
書
」
新
訂
第
十

一
版

(講
談
社
学
術
文
庫
日

一
七

=
二
頁
)

に
よ
る
。
な
お

「諺
海
」
を
典
拠
と
し

て
寛
政
七
年
に
友
人
大
田
南
畝
と

の
逸
話
を
記
し
て
い
る
が
、
国
書
刊
行
会
叢
書
、
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
八
巻
共
に
見
当
ら
な
い
。

(72
)

「万
載
狂
歌
集
」

(岩
波
文
庫
)
五
五
頁
、

(教
養
文
庫
)
上
巻

二
七

一
頁
。

(73
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
二

一
巻
三
八
九
-
三
九
〇
頁
。

(74
)

「徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
」

一
巻
四
二
六
頁
。
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(75
)

森
銑
三
、
中
島
理
寿
編

「近
世
人
名
録
集
成
」

二
巻

二
七
頁
。

(76
)

長
澤
矩
也
監
修
、
長
澤
孝

三
編

「漢
文
学
者
総
覧
」

一
五
九
頁
。

(77
)

濱
田
義

一
郎

「
江
戸
文
人
の
歳
月
ー

大
田
南
畝
1
」
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

一
五
号
八
〇
頁
。

(78
)

「
大
日
本
人
名
辞
書
」

(講
談
社
学
術
文
庫
)
日

一
五
九
六
頁
。

(79
)

「
万
載
狂
歌
集
」

(岩
波
文
庫
)
三
三
、
九
七
頁
、

(教
養
文
庫
)
上
巻

一
五
六
-

一
五
七
頁
、
下
巻

一
九

一
頁
。

(80
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

一
六
巻
六
五
五
ー

五
六
頁
。

(81
)

「徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
」

一
巻
四

=
二
頁
。

(82
)

「
『蜀
山
人
判
取
帳
』
補
正

〈翻
刻
〉
」
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
二
号

一
〇
六
頁
。

(83
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

四
四
頁
。

(84
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
六
巻
二
三
頁
。

(85
)

「漢
文
学
者
総
覧
」
七
〇
頁
。

(86
)

「同
右
」

二

一
四
頁
。

(87
)

中
山
右
尚
解
題

「壬
寅
詩
叢
」

(濱

田
義

一
郎
編

「
天
明
文
学
-
資
料
と
研
究
」

五
三
〇
頁
)
。

(88
)

「江
戸
文
人

の
歳
月
」
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

一
五
号
七

四
頁
。
な

お
、
「
新
井
白

石
全
集
附
録
続
藩
翰
譜
」

末
」
に
は
中
神
順
次
と
あ

る
。

(89
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
八
巻

四
七
頁
。

(90
)

「同
右
」
六
巻
二
二
三
-

二
二
四
頁
。

(91
)

「森
銑

三
著
作
集
」

一
巻

五
二
頁
。

(92
)

「
大
田
南
畝
全
集
」
六
巻

二
四
七
-

二
四
八
頁
。

(93
)

堀
内
信
編

「
南
紀
徳
川
史
」
六
冊
四
七
四
ー

四
七
七
頁
。

(94
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
〇
巻
四
七
三
頁
。

(95
)

芳
賀
矢

一
編

「
日
本
人
名
辞
典
」
三
〇
九
頁
。

(96
)

「
狂
文
狂
歌
集
」

五
五
六
頁
。

(97
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

=
二
巻

一
七
〇
頁
。

(98
)

「
同
右
」

二
〇
巻

一
五
〇
頁
、
二
二
巻

二
二
七
頁
。

例
言
二
、
四
頁
の

「
藩
翰
譜
始
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(99
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
五
九
頁
。

(001
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
二
〇
巻
三
二
五
頁
。

(101
)

「徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
」

一
巻

四

一
四
頁
。

(201
)

「漢
文
学
者
総
覧
」
二
四
二
頁
。

(301
)

「増
訂
武
江
年
表
」

(国
書
刊
行
会
叢
書
)

一
七

二
頁
、

(車
洋
文
庫
)

2

一
七
頁
。

(401
)

文
部
省
蔵
版

「
日
本
教
育
史
資
料
」
七
巻

五
八
〇
頁
。

(501
)

五
弓
雪
窓
編

「事
実
文
編
」

(関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
)
三
巻

二
〇
三
・1
二
〇
四
頁
、
「事
実
文
編
」

(国
書
刊
行
会
叢
書
)
三
巻
二

一

ー

二
三
頁
。

(061
)

「
日
本
の
近
世
」

一
二
巻
二
〇
三
頁
。

(701
)

石
井
良
助
監
修
、
小
田
恭

一
編
者

「江
戸
幕
府
旗
本
人
名
事
典
」

一
巻
七
頁
。

(801
)

幕
府
普
請
奉
行
編
、
御
府
内
沿
革
図
書
、
朝
倉
治
彦
監
修

「江
戸
城
下
変
遷
絵
図
集
」
八
巻

一
〇
三
頁
。

(901
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
二
〇
巻

一
五
八
頁
。

(011
)

「
同
右
」
二
二
巻
二
四

一
頁
。

(皿
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
四
六
頁
。

(211
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
二
巻
二
八
〇
頁
。

(311
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
四
五
頁
。

(皿
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

一
七
巻

一
九
二
頁
。

(511
)

「
同
右
」
二
二
巻

一
七
四
頁
。

(611
)

「
大
田
南
畝
全
集
」

一
八
巻
四
七
頁
。

(711
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
二
〇
巻
二
九

一
頁
。

(811
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
三
三
頁
。

(m
>

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
三
巻
四
〇
八
ー

四
〇
九
頁
。

(021
)

「増
訂
武
江
年
表
」

(国
書
刊
行
会
叢
書
)

一
五
七
頁
、

(車
洋
文
庫
)

1
二

一
九
頁
。

(121
)

「
大
日
本
人
名
辞
書
」

(講
談
社
学
術
文
庫
)
四

二
七
四
九
頁
。

(221
)

「徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
」

一
巻
四
二
七
頁
。
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(321
)

「
大
田
南
畝
全
集
」

一
八
巻
四
九
頁
。

(421
)

「森
銑
三
著
作
集
」

一
巻
二

=

頁
。

(521
)

「
大
田
南
畝
全
集
」

一
八
巻

四
七
頁
。

(621
)

「
同
右
」
六
巻
五
四
頁
。

(721
)

「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
三
巻
三
三
八
-

三
三
九
頁
。

(821
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

五
二
頁
。

(921
)

「漢
文
学
者
総
覧
」

一
七
〇
頁
。

(031
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
六
四
頁
。

(131
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
〇
巻

四
六
七
頁
。

(231
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

四
八
頁
。

(331
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
八
巻

四
七
頁
。

(431
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

一
七
頁
。

(531
)

「同
右
」

八
四
頁
。

(631
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
八
巻
六
〇
八
-

六
〇
九
頁
。

(731
)

「同
右
」

一
〇
巻
四
八

一
頁
。

(831
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
七
六
頁
。

(931
)

森
銑
三
監
修
、
肥
田
晧
三
、
中
野
三
敏
共
編

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻

[日
本
書
誌
大
系

23
(6
)]

四
七
六
頁
。

(041
)

「同
右
」
六
巻
三
二
四
-
三
二
九
頁
参
照
。

(141
)

「江
戸
文
藝
孜
」
三
四
頁
。

(241
)

山
東
京
傳
全
集
編
集
委
員
会
編

「山
東
京
傳
全
集
」

二
巻

四
三
-
六
〇
頁
、
小
池
正
胤

・
宇
田
敏
彦

・
中
山
右
尚

・
棚
橋
正
博
編

「江
戸
の
戯
作
絵

本
」

(教
養
文
庫
)
日

一
四
三
-

一
七
八
頁
。

(3婆1
)

「大

田
南
畝
全
集
」

一
二
巻

二
五
三
頁
。

(441
)

「同
右
」
三
巻
三
六
九
頁
。

(541
)

林
緯
序

「
通
航

一
覧
」

(国
書
刊
行
会
叢
書
)

五
巻
三
二
六
-

三
三
八
頁
。

(641
)

濱
田
義

一
郎
遺
稿
、
宇
田
敏
彦
編

「
江
戸
文
人
の
歳
月
ー
蜀
山
人
大
田
南
畝
に
於
け
る
⇔
1
」
大
妻
国
文

一
八
号

一
二
七
頁
。
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(741
)

「徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
」

一
巻

一
六
七
頁
。

(841
)

「大
田
南
畝
全
集
」
三
巻
三
六
八
頁
。

(941
)

「同
右
」

三
巻
三
七
〇
頁
、
な
お
同
文
が

「杏
園
詩
集
」
巻
二
〇1

(六
巻
六
五
頁
)
に
あ
る
。

(051
)

濱
田
義

一
郎

「栗
花
集
に

つ
い
て
」
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

一
〇
号
九
七
-

一
〇
〇
頁
、
な
お

「
蜀
山
人
未
刊
資
料
集
」
二
巻

(国
文
学
研
究

資
料
文
庫
29
)

二
五
七
-

二
九
七
頁
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
南
畝
文
庫
旧
蔵
本

の
影
印
が
あ
る
。

(151
)

薦
田
伊
人
編

「新
蔵
武
蔵
風
土
記
稿
」

(大
日
本
地
誌
大
系
二
)

二
巻

=
二
頁
。

(251
)

花
咲

一
男
編

「再
板
増
補
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
」
三
九
九
頁
、
な
お
「大
田
南
畝
全
集
」

一
巻

一
四
三
頁
参
照
。

(351
)

平
成
六
年
九
月
二
〇
日
調
査
、
表
参
道
鳥
居
は
扁
額
に

「三
囲
社
」
、
右
柱
裏
面
に

「大
坂
屋
銀
蔵
」
、
左
柱
裏
面
に

「慶
応
二
丙
寅
年
二
月
初
午
」

と
あ
る
。

(451
)

墨
田
区
教
育
委
員
会
編

「墨
田
区
古
文
書
集
成
皿
-

三
囲
神
社
関
係
文
書
1
」

=
≡
二
頁
。

(551
)

「同
右
」
九
六
頁
、
な
お

一
六

一
ー

一
六
四
頁
に

「
三
囲
神
社
と
三
井
家
」
が
あ
る
。

(651
)

東
京
都
墨

田
区
役
所
企
画
広
報
室
編

「墨
東
外
史
す
み
だ
」

一
四
八
四
頁
、
な
お

一
四
七

五
i

一
四
八
五
頁
に

「
三
囲
神
社
と
豪
商
三
井
氏
と
清
水

組
」
が
あ
る
。
ま
た
初
田
享
著

「
東
京

都
市

の
明
治
」

(ち
く
ま
学
芸
文
庫
)
六

一
-
六
二
、
七
二
頁
参
照
。

(751
)

「墨
田
区
古
文
書
集
成
皿
」

一
二
〇
1

一
二
二
頁
、
「大
田
南
畝
全
集
」

=

巻
九
八
頁
。

(851
)

「大
田
南
畝
全
集
」

一
巻

一
四
三
頁
。

(951
)

「漢
文
学
者
総
覧
」
四
六
頁
、
「
三
村
竹
清
集
」
六
巻
三
七
-

四
四
頁
。

(061
)

「大
田
南
畝
全
集
」
六
巻
三
三
八
、
五
九
六
頁
。

(161
)

「同
右
」

一
〇
巻
四
七
四
頁
。

(261
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

四
二
頁
。

(361
)

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻

四
八

一
頁
。

(461
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

二

一
頁
。

(561
)

「同
右
」

「
九
頁
。

(661
)

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻

四
五
七
頁
。

(761
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

一
九
頁
。

(861
)

「同
右
」

一
九
頁
。
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(
961
)

「
同
右
」

二
八
頁
。

(
071
)

「
大

田
南
畝
全
集

」

一
〇
巻

四
六

七
頁
。

(
171
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

五
六

頁
。

(
271
)

「
三
村

竹
清
集
」

六
巻

四
五
六
頁

。

(
371
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

五
〇

頁
。

(
471
)

「
同
右
」

二
七

頁
。

(
571
)

「
新

日
本
古
典
文

学
大

系
」

84
五

一
七
頁

。

(
671
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

一
九

頁
。

(
771
)

「
三
村

竹
清
集
」

六
巻

四
五
七
頁

。

(
871
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

五

五
頁
。

(
971
)

「
大

田
南
畝
全
集

」

二
〇
巻

四
三
ー

四
七

頁
。

(
081
)

東
京

大
学
史

料
編
纂

所
編

「
大

日
本

近
世
史
料

柳

営
補
任
」

四
巻

二

四
七

頁
。

(
181
)

「
諸
家

入
名
江

戸
方
角

分
」

二
〇
頁
。

(
281
)

「
新

日
本
古
典
文

学
大

系
」

84
五

一
四
頁

。

(
381
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

二

一
頁
。

(
481
)

「
同
右
」

三

六
頁
。

(
581
)

「
栗
花
集

に

つ
い
て
」

大
妻
女

子
大

学
文
学

部
紀
要

一
〇
号

九

三
頁

。

(
681
)

「
新
訂

寛
政
重
修

諸
家

譜
」

一
九
巻

一
五
四
頁
。

(
781
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

五
六

頁
。

(
881
)

「
新
訂

寛
政
重
修

諸
家

譜
」

一
九
巻

八

四
頁
。

(
981
)

「
同
右

」

一
一
巻

一
二
八
頁

。

(
091
)

「
同
右

」

二
〇
巻

九

八
頁
、

な

お

「
日
本

の
近
世
」

一
二
巻

二
〇

四
頁
参

照
。
木

村

三
四
吾
編

、

江

戸
作
者
部

類
」
九

八
頁

に
は
酒

落
本

作
者

と
し

て

い
る
。

(
191
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

四
五
頁
。

(
291
)

「
新
訂

寛
政
重

修
諸
家

譜
」

二

一
巻

五
七
頁
。

曲
亭
馬
琴
著
、
著
者
自
筆
補
記
本

「
近
世
物
之
本
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「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

二
五
頁
。

「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

二

一
巻

一
四
頁
。

「
大
田
南
畝
全
集
」

一
八
巻

四
八
頁
。

「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

四
七
頁
。

「
江
戸
文
藝
孜
」
三
六
六
頁
。

今
泉
定
介
編
輯
兼
校
訂

「新
井
白
石
全
集
附
録
続
藩
翰
譜
」
。
例
言
ニ
ー

六
頁
。

石
井
良
助
監
修

「文
化
武
鑑

(編
年
江
戸
武
鑑
)
」
六
巻
七
六
頁
。

「
同
右
」
六
巻
二
三
二
頁
。

「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

四
九
頁
。

「
江
戸
文
藝
孜
」
三
六
六
頁
。

「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
六
巻

二
六
五
頁
。

「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
四
四
頁
。

柳
沢
信
鴻
著

「松
鶴

日
記
」

(国
文
学
研
究
資
料
文
庫
2
)
二
巻

一
二
五
、
四
五
三
頁
。

「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
三
六
頁
。

「
徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
」

一
巻
四

一
四
頁
。

「
同
右
」

一
巻
四
八
五
頁
。

「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

三
六
頁
。

「
同
右
」

一
六
頁
。

「同
右
」

一
四
頁
。

「三
村
竹
清
集
」
六
巻
四
五
八
頁
。

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
四
三
頁
。

「
同
右
」

五
三
頁
。

「
同
右
」

四
二
頁
。

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻
四
五
八
頁
。

「
同
右
」
六
巻
四
八

一
頁
。



75天 明二年 「三春行楽記」前後←)

(812
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

(912
)

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

な
い
。

241240239238237236235234233232231230229228227
)))))))

22fi225224223222221220

五
五
頁
。

=

巻
三
二
五
頁
、

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
六
〇
頁
。

「
同
右
」

五
八
頁
。

「
同
右
」

五
七
頁
。

「
同
右
」

五
七
頁
。

「
同
右
」

六
〇
頁
。

「
同
右
」

一
一
頁
。

「新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

=
二
巻

一
九
三
頁
。

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
五
八
頁
。

「近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
」

三
二
頁
。

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
四
〇
頁
。

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻
四
五
九
頁
。

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

一
六
頁
。

「近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
」

三
四
-

三
五
、

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻

四
五
七
頁
。

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

一
〇
頁
。

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻

四
七
四
頁
。

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

一
〇
頁
。

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻

四
七
七
頁
。

「諸
家

人
名
江
戸
方
角
分
」

一
〇
頁
。

「
同
右
」

四
七
頁
。

「
同
右
」

八
二
頁
。

「
同
右
」

一
〇
頁
。

な
お
児
玉
幸
多
、
北
島
正
元
監
修

「藩
史
総
覧
」
に
は
こ
の
時
期
に
藩
で
該
當
す
る
佐
久
間
家
は

九

七
頁
。
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(242
)

「
同
右
」

二
〇
頁

。

(342
)

「
近
世
物

之
本
江

戸
作
者

部
類
」

三

六
-

三

八
頁
。

(442
)

「
諸
家

人
名

江

戸
方

角
分
」

八
四
頁
。

(
542
)

「
同
右
」

八

六
頁

。

(
642
)

「
三
村
竹

清
集
」

六
巻

四
七

五
頁
。

(
742
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」
七

頁
。

(
842
)

「
同
右
」

八
⊥
ハ
頁
。

(
942
)

「
大

田
南

畝
全
集
」

一
一
巻

五

一
九

頁
。

(
052
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方

角

分
」

=

二
頁

。

(
152
)

東

京
都

編

「
東

京
市
史

稿
」

産
業

編

三
七
、

二
五
七
-

二

八
〇
頁
。

稲

田
篤

信

「
公
事

宿
嫌
疑

一
件
」

(同
著

「
江

戸
小
説

の
世

界
」

一
八

一
ー

二

〇

六
頁
)
参

照
。

(252
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方

角

分
」

八
四
頁

。

(
352
)

「
大

田
南
畝
全
集

」

=

巻

一
四

五
頁
。

(
452
)

「
三
村

竹
清
集
」

六
巻

四
七

五
頁
。

(
552
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

六
八
頁

。

(
652
)

「
同
右
」

八
四
頁
。

(
752
)

瀧

川
政
次

郎
著

「
公
事

師
公
事
宿

の
研
究
」

一
四
五
ー

一
五

二
頁
、
南

和
男

「
江
戸

の
公
事
宿
0

0り
」

国
学
院
雑

誌

六
八
編

一
、

二
号
参

照
。

(
852
)

「
江

戸

の
公
事
宿

㈲
」

国
学
院

雑
誌

六
八
編

二
号

八
二
頁
。

(
952
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」
七

九
頁

。

(
062
)

「
三
村

竹
清
集
」

六
巻

四
七

〇
頁
。

(
162
)

「
諸
家

人
名

江
戸
方
角

分
」

八
五
頁

。

(
262
)

「
三
村

竹
清
集
」

六
巻

四
五
七
頁
。

な
お

「
略
伝
」

(「
新

日
本
古
典
文

学
大
系

84
」

五

二
〇
頁
)

は
名
を
誠

之
と

し

て

い
る
。

(
362
)

「
諸
家

人
名

江
戸
方
角

分
」

四
七
頁

。

(
462
)

「
同
右
」

八
三
頁
。

(
562
)

「
同
右
」

八
七

頁
。
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(662
)

「
三
村
竹
清
集
」
⊥ハ
巻
四
五
六
頁
。

(762
)

中
井
新
右
衛
門
は

「半
日
閑
話
」
巻
之
三

(「大

田
南
畝
全
集
」

=

巻
八
五
頁
)

に
天
明
八
年

一
〇
月
御
用
金
を
仰
付
け
ら
れ
た
町
人
の
内
に
、

四
万
両

金
吹
町

播
磨
屋
新
右
衛
門
と
あ
る
。

(862
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

=
二
頁
。

(962
)

「同
右
」

四
五
頁
。

(072
)

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻
四
七
五
頁
。

(172
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

八
六
頁
。

(272
)

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻
四
七
五
頁
。

(372
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

一
五
頁
。

(472
)

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻

四
四
九
頁
。

(572
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

四
七
頁
。

(672
)

「
同
右
」

六
〇
頁
。

(772
)

「稿
本
三
井
家
史
料
」
新
町
家
第
五
代
三
井
高
雅
、
四
、

=

一ー

一
四
頁
。

(%
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」

二
四
頁
。

(972
)

「
同
右
」
三
〇
頁
。

(082
)

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻
四
七
七
頁
。

(182
)

「新

日
本
古
典
文
学
大
系
」

57
四
二
一二
頁
、
野
崎
左
文
校
訂

「徳
和
歌
後
萬
載
集
」

(岩
波
文
庫
)

一
〇
八
頁
。

(282
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
七
八
頁
。

(382
)

「
三
村
竹
清
集
」
六
巻
四
八

一
頁
。

(482
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
三
八
頁
。

(582
)

「
同
右
」

三
三
頁
に

「狂
歌
師
、
諸
實
、

(号
)
寿
室
、
久
保
町
、
伊
勢
屋
喜
兵
衛
」
が
あ
る
が
確
認
し
て
い
な

い
。

(682
)

濱

田
氏
は
呉
竹
世
艶
と
し
て
い
る

(「
『蜀
山
人
判
取
帳
』
補
正

〈翻
刻
〉
」
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
二
号

=

○
頁
)
。

(782
)

「新

日
本
古
典
文
学
大
系
」

84

一
六
七
頁
。

(882
)

「諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
六
七
頁
。

(982
)

「
『蜀
山
人
判
取
帳
』
補
正

〈翻
刻
〉
」
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
二
号

=

一
頁
。
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(
0
)

「
日
本

の
近
世
」

一
二
巻

二

一
四
1

一
=

五
頁
。

(
192
)

適

當

な
も

の

で
は
な

い
と
は

思
う

が
、
旗

本
と
御

家
人

の
関
係

に
は
、
宮

崎
市

定
著

「
水
激

伝
」

(
中
公
新
書

)

一
四
三
-

一

と

胃
吏

の
関
係

が
連
想

さ
れ

る
。

(
292
)

「
大
田
南
畝

」

三
二
頁
。

(
392
)

「
天
明
文
学
-

資
料

と
研
究
」

三
九

一
-

四
〇

〇
頁
。

(
492
)

「
諸

家
人
名

江
戸
方

角
分
」

四
八
頁

。

(
5
)

「
新

訂
寛

政
重
修
諸

家
譜
」

一
九
巻

四

〇
三
頁
。

(
692
)

「
諸

家
人
名

江

戸
方

角
分
」

六

四
頁

。

(
792
)

「
新

訂
寛

政
重
修
諸

家
譜
」

九
巻

二

二
〇
頁
。

(
892
)

「
諸

家
人
名

江

戸
方

角
分
」

三

三
頁

。

(
992
)

「
徳

川
幕
府

大
名
旗

本
役
職

武
鑑
」

一
巻

六
三

一
頁

。

(003
)

「
諸
家
人
名

江

戸
方

角
分
」

二
七
頁
。

(103
)

「
同
右
」

二
〇
頁

。

(
023
)

「
同
右
」

八

五
頁

。

(
303
)

「
東

京
市
史

稿
」

産
業
編

三
七

、
二

五
七
-

二
九

〇
頁
。

(403
)

「
諸
家
人
名

江

戸
方

角

分
」

八
四
頁
。

(
503
)

「
同
右
」

二
〇
頁

。

(
603
)

「
同
右
」

四

一
頁

。

(
703
)

「
同
右
」

八
三
頁

。

(803
)

狩

野
快
庵

編

「
狂

歌
入
名
辞

書
」

四
六
頁
。

(903
)

「
諸
家

人
名
江

戸
方
角

分
」

一
二
頁
。

(
O13
)

信
多

氏
は

累
は

田
原

の
誤
り

と
し

て

い
る

(
「
天
明
文
学
-

資
料

と
研
究
」

三
九

九
頁
)
。

(
113
)

「
諸
家
人
名

江

戸
方

角

分
」

六

一
頁

に

「
狂
歌
師

、
仲
住

、

(号
)

可
才

寮
、

簗
瀬
佐

京
」
と

あ

る
が
確

認

し
て

い
な

い
。

(213
)

「
三
村
竹

清
集
」

六
巻

四
六

〇
頁
。

(313
)

「
狂
歌

人
名
辞
書
」

七

八
頁
。

四
九
頁
に
あ
る
官
員



316315314

「新
燕
石
十
種
」

(国
書
刊
行
会
叢
書
)
三
巻

二
〇
七
頁
。

「平
秩
東
作

の
伝

(承
前
)
」
風
俗
画
報

一
五
〇
号
四
〇
頁
。

「
天
明
文
学
-
資
料
と
研
究
」
三
九
五
頁
。
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